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　――これは、とある異世界の国のお話です。






「ヒト科」以外の高等生物「猫人」や「犬人」のような動物族がいて魔法が発達している、そんな世界のお話。

　私達の世界でもいろいろあるけれど、見た目がハッキリと違うと、それなりにあるようです。

「耳があったり、尻尾があったりするのに、二足歩行なんてするとは信じられん！」

「全身毛だらけで恥ずかしくないの？」

　進化の過程で起きた奇跡ですが、種族が違うとどうしても奇異の目で相手を見がち。

　それが許せなくなると――そう、差別や苛め、そうして争いに発展します。

　この世界も、互いに見た目は違うけれど仲良く暮らしている国もあれば、認めることができなくて、戦はしないけれど国交断絶で冷戦状態という国もあります。

　厄介なのはそんなお互いを認めることができない国がお隣同士だったら――困りますよね？

　あるんです。

　一つはヒト科が治めていてヒト以外の種族を認めない『ハボン国』。

　そのハボン国と隣り合わせの、動物族の猫人の国『ニャオン国』。

　互いの国の住人は「ヒト以外はヒトに従属」「猫人以外は猫人に従属」が基本。

　選民意識が強いんですよね。

　この二つの国は大きな戦はしないけれど、しょっちゅう衝突を起こしていて、他の国から呆れられているんです。

　けれど二つの国の間でロマンスが生まれ、意識改革がありました。

　本日はそのお話を致しましょう。

















第一章　モモ姫はショウマがお好き












「ショウマ！　ショウマはどこ!?」

　クッションの効いた長椅子にゆったりと座り、リンリンとベルを鳴らしているのは真っ白の長い毛並みが自慢のモモ・メインクーン皇女。

　大きな耳をピクピクさせて自分の侍従を呼ぶ。

　しばらくするとノックする音がして、

「お待たせしました、モモ様。ご用はなんでしょう？」

　モモの部屋に入ってきたのは『ヒト科』の青年であった。

　すらりとした体躯に夜の空を映したような短い黒髪、オニキスのように見事な黒い瞳。

　モモは一瞬、見惚れたが慌てて緑の瞳を三角にする。

「遅い！　もう何度も呼び鈴をならしたのよ！　すぐに来るのが侍従の務めにゃ！　……務めでしょ！」

　興奮すると癖で「にゃ」が出てしまう。

　両親や乳母に注意されて普段は気をつけているのに、我を忘れるとつい滑舌が甘くなってしまう。

　でも、猫人だから仕方ない。

「にゃあにゃあ」が発声の基本だから。

　国の支配者であるモモの両親だって、乳母だってたまに「にゃあ」って出る。

　ショウマ、と呼ばれた侍従はそんな主の失敗に素知らぬふりで応対した。

「申し訳ございません。他の用事を済ませておりまして……」

「またショウマをこき使っていたのね、仕方のない使用人達。明日にも注意をしておくわ」

　背の高いショウマは、ジャンプなどしなくても高い場所にある品物も軽々と手に届く。

　そして猫人より力持ちだ。

　猫なんだからヒトより高いジャンプ力を生かせば……と思うだろうが、特技で仕事をするより他人を使う方が楽に決まっている。

　なにせ猫人族は他の種族を使うことに長けている。

　なので、ショウマはよく他の使用人達にも使われてしまう。

　しかもヒトがいいのか猫人達の頼み事を快く引き受けてしまい、本来しなくてもいい仕事までしているのだ。

「大丈夫です。俺の方が力も体力もありますから」

「そうやって甘やかすのはよくないの！　ショウマと違ってあの猫ひと達には給金が出ているのよ。その分はちゃんと働いてもらわないと」

　そう、ショウマは『奴隷』から侍従になった身。

　ニャオン国はヒト科の入国は認めておらず、彼は密入国で捕まったのだ。

　本人は世界中を放浪している旅人で、知らずに入ったら――ということらしい。

　ニャオン国はほぼ鎖国状態で、ヒト科は猫人の奴隷となるのが通例。

　たまたまショウマを見たモモは、彼を見て引き取ったのだ。

（奴隷……それなのに……）

　ショウマを見ると、ニコニコと満面の笑みでほんのりと頬を赤らめている。

　猫人族に仕えているヒト科はみんなこう――

　ゴロゴロ猫なで声で甘えられたり、上目線で見つめられたりすると「好きにして」「猫人様のなすがままに」と身も心も奴隷に成り下がるのだ。

　喉や背中、肉球を撫でさせてやれば、それがヒト科にとって金銀財宝なんかよりも至高のご褒美になるのだ。

　わざわざ猫人族の奴隷になりたくて密入国してくる輩もいるくらいだ。

　もしかしたらショウマも？　と思う場面が、彼を引き取って二年。多々ある。

「使用人達だって、俺がいないときはちゃんと働いていますよ。それに報酬ももらっていますから」

　と、ショウマ。

　モモはショウマの台詞にため息を吐きながら言う。

「……どうせ頭ナデナデさせてくれるとか、尻尾頬ずりとかなんでしょう？　ショウマへの報酬って」

「それ以外、何があるんですか？」

　至極真剣にショウマのきっぱりと言い切った言葉に、モモの耳がピン！　と立つ。

「ショウマは私の侍従だにゃ！　どうして他の猫ひとからご褒美をもらうにゃ！」

「だってモモ様は、そういうご褒美をくれないじゃありませんか」

　ショウマの言い分に、モモの言葉が詰まる。

「う……っ、だって殿方に軽々しく体を触れさせたら駄目だって、淑女教育にあるし……」

　モモはこのニャオン国の皇女だ。

　皇女としてしっかりと淑女教育をたたき込まれている。

「モモ様は皇女ですから、それは当然かと。……けれど俺はそれが少々寂しい」

「さ、寂しい……？」

「はい」

　ショウマの顔に切ない色が乗る。

（ああ、そんな顔しないで。私が一般家庭の育ちだったら……ううん、もう少し身分が低かったら、ショウマに他の猫なんて触らせないで思いっきりナデナデさせてあげるのに！）

「し、仕方ないわね……じゃあ、私の要望に応えてくれたら、肉球を触らせてあげてもいいわ」

「肉球だけでしょうか……？」

　ショウマが先ほどより切なげに問う。

「……頭撫でさせてあげてもいいわ」

「喉は？　喉元を撫でてはいけないでしょうか？」

「それは駄目……！」

　モモの頬が熱くなる。

（ショウマにそんなことされたら「もっと撫でて」とお腹まで見せちゃうじゃない！）

　好きな殿方にふぬけにされてすべてをさらけ出すなんて、そんなこと結婚前の女性がするものじゃない！

　モモは、白毛に隠れた肌の色がショウマに見られていないか気にしながら頬毛に触れる。

　真っ赤になっているのに違いない。

　白毛は地肌がわかりやすそう、こういうときに困る。

　これが雉色とか茶色とか黒とかだったら目立たなくて済むのに。

「その尻尾もよろしいでしょうか？　一度、モモ様の長くてフワフワな尻尾に触れたいと思っておりました」

「尻尾……」

　モモは首を後ろに向けて自分の尻尾を見る。

　フワフワン、と太めの尻尾が優雅に揺れているのを見てモモまで興奮してきた。

　じゃれたい！　――まだ若いモモ。

　自分の尻尾を見て思わず噛みつきたくなってしまう。

（ダメダメ！　ショウマの前で格好悪いことしない！）

　そうグッと理性を総動員させて耐える。

　ショウマの目の前で尻尾を追ってその場でグルグル回るなんて、考えるだけでも恥ずかしい。

「わ、わかったわ。でも触るだけよ？　頬でスリスリなんてしないで」

「承知しました。――それでモモ様の要望というのは？」

　ショウマはやる気十分、というように黒い瞳を輝かせモモに尋ねる。

　ショウマの異様な瞳の輝きに少々戸惑ったモモだが、自身を落ち着かせるためにコホン、と一つ咳払いすると口を開いた。

「この前の舞踏会のことを覚えてる？」

「はい。確かモモ様のご友人であらせられる、ネネ様のお誕生日の舞踏会でございましたよね」

「そうそう、そのときのネネ様の履いていたヒールを覚えていて？」

「はい、注目を浴びていたので覚えております。たしか他国から出ているブランド店で購入された一品とか」

「……欲しいの、それ」

　モモが大きな耳をピクピクさせると、頭につけたシルクのリボンが微かに揺れた。

「購入なさればよろしいかと」

　それがどうしたのかと言わんばかりのショウマだ。

　確かに皇女のモモだ。

　御料といって私的財産の収入があるが、それはモモだけのものじゃない。

　皇家のものであり、モモは自由に使えるわけではないのだ。

　使うのにいちいち申告して了承を得ないと払ってくれない。

「お父様にお強請ねだりしてみたけど、首を縦に振ってくれないの。『ニャオン国の伝統を背負っていくモモには相応しくない品物だ』って」

　そう言いながらモモは自分の足を眺める。

　猫人族も二足歩行に進化して長い。

　しかし本気で走ったり、戦闘態勢に入ったりしたときや緊急の際には、昔に戻る。その方が二足より運動能力が格段に上がるからだ。

　それでも、普段は二本足でしゃなり、しゃなりと歩くのが今の猫人族である。

　そうして、変化した生活様式に順応しているのに――他の種族が履いている踵の細いヒールは駄目と言われても、モモは納得できない。

「理由が『伝統のため』なんて、おかしいと思わない？　他の猫ひとはよくて皇族の私は駄目なんて。普段の公式の催しのときにはちゃんと着物に草履という礼装をしているし、外れた服装なんてしたことないわ。普段使いにしたいだけ。駄目ならこっそり家庭内で楽しみたいだけなのに」

「それはおそらく、モモ様が我慢できなくて外に履いて出て、お怪我でもされたら大変だから反対されたのではないでしょうか？」

　図星だ。

　さらに怪我まで予想された。

　想定内だと言わんばかりのショウマの言葉にモモはつい声を上げる。

「練習するにゃ！　ネネ様だって慣れるまで大変だったと言っていたもの！　あの可愛い踵の部分をショウマだって見たでしょう？　同じ素材を使ったリボンに鈴が付いていて……鈴と同じ素材を使ったボールチェーンには、キラキラ光る金剛石が嵌めてあって……思わず飛びつきたく――いえ、ウットリしたわ」

「けれどモモ様にあの赤い色のヒールはそぐわないかと……それにネネ様とお揃いになってしまいますよ？」

「わかっているわ。私は桃色のヒールがいいの。下調べして色違いもあるって確認したんだから」

「しかし、お館様は購入に反対されているのでしょう？　侍従の俺が口添えしたところで頷くどころかお怒りになりますよ？」

　ショウマの言うことも、もっともだ。

　けれどモモは何も、ショウマに父を説得してくれと頼むために呼んだわけではない。

「自由にできるお金がないなら作るのよ！　――ほら、これを見て！」

　モモはベッドの下に隠しておいた籠を取り出し、ショウマの前に見せた。

　それは正方形に切られた絹の布で、色も四種類ほど揃っている。

「これは……？」

　ショウマが失礼、と一枚手に取って広げる。

　辺にそって白い刺繍糸で蔦と花の刺繍がされている。

　他にも一角に可愛い刺繍がされているものや、中央に紋章のような刺繍がされているものもある。

　それと絹の手袋もある。それにはビーズ刺繍がされていた。

「どれも見事ですね。特にハンカチの方は、生地に色がついているから却って白い刺繍糸で縫われた模様が際立って見えるし上品です。モモ様が縫われたのですか？」

「そう、内職と言うんですって。花嫁修業の一環でやっていたけど、この技術がお金になるなんて思ってもみなかったわ」

「モモ様……なんて健気な……一枚の値段なんて安いというのに」

「安いのは知ってるわ。でも『ちりも積もれば……』なんてことわざもあるでしょう？　実行すべきよ！　だからショウマは私が内職をやっている間、乳母とかお父様とか来たら知らせてほしいの。いちいち針を動かす手を休めて部屋の外を見にいく時間が惜しいのよ」

　ショウマは丁寧にハンカチを畳み、元の籠に戻すと片膝をつく。

「このショウマ、感動いたしました！　微力ではございますが、モモ様のお手伝いをさせていただきます！」

「ありがとう、ショウマ。しばらくお願いね」

　モモはニコッとショウマに向け微笑んだ。






　それから――

　モモは部屋に籠もり内職に精を出す。

　ショウマは扉の前に立ち、聞き耳を立ててモモの部屋に入ろうとする侍女や親を見張る。

　あまりに籠もっていると、親は心配するものだとよくわかっている。

　なので適度に部屋から出て、「このシリーズ面白くて」とわざわざ大して興味のない長編シリーズの探偵小説を大量に借りて、親や使用人の前で読み耽っているふりをした。

　こうすればしばらく部屋に籠もって出てこなくても「読書に夢中になっているのね」と見逃すだろうと考えてのことだ。

　念のために内職道具は、ショウマの部屋に隠しておいてある。

　その作戦は上手くいき、まさか内職しているとは思っていないようだ。

　出来上がったハンカチが三十枚ほどになった頃、ショウマも一緒に内職をするようになった。

　その内職の内容がまた、モモには我慢を強いるものだった。

　ゴリゴリ、と硬いものを削る音がして香かぐわしい匂いが部屋中に漂う。

「……ショウマ。どうして私の部屋でそんな内職をするの？」

　モモは生唾をショウマに聞こえないように飲み込みながら尋ねる。

　ショウマは扉の近くで座り、そこで削り節を作る内職をしているのだ。

　猫人族が愛して止まない鰹節は、ニャオン国では需要№１、消費量№１を誇る。

　値段はピンからキリまであるので庶民から貴族、はたまた皇族にも愛されている食――鰹節。

　塊をガジガジ囓るのもいい、削ってヒラヒラと踊る削り節を酒のつまみに食べてもいい。

　食事のいい出汁になるし、出がらしを煮詰めてご飯に乗せて食べるのもいい。

　何をどうしたって食べられるし、味も噛めば噛むほど出る。

　ニャオン国の永遠の国民食だ。

　その鰹節をショウマが目の前でガリガリと削り、削り節を作っているのだからモモには堪らない。

「削り節の内職です。これ、案外給金高いんです。なんでも猫人族のつまみ食いは放っておくと赤字必至で管理が大変だから、最近では猫人族以外にしか任せられないとかでいい稼ぎになるんです」

　とショウマ。

「匂いが部屋に充満する～！　止めて！　お腹が空いてきちゃう！」

「お夜食でも持ってきましょうか？」

「太るからいいにゃ！」

　――何かの拷問？

　モモの恨みがましい目つきに気づき、ショウマが苦笑する。

「申し訳ありません。扉の外で削ります」

「……そうして。けど、なにもショウマも内職なんてする必要ないのよ？　何か欲しい物でもあるの？　ショウマは私の侍従なんだから、必要経費として出せるわよ」

　ショウマは、ヒトを下僕に使うニャオン国の中で高い地位にいる。

　なんてたって皇女モモの侍従なんだから。

　お給金は出ないが、欲しい物があれば申請して許可が下りれば買い物ができるのだ。

　それはショウマだって知っているはず。

（まぁ、普段からあまりおねだりしないけど、ショウマは）

　あまり、というよりほとんどだ。

　たまの休暇に一日いなかったり、また「今日は休憩時間を多く欲しい」と言ったりするくらい。

　欲がないのかもしれないが、こうして内職にも付き合ってくれているのだ。

　モモは申し訳ない気持ちになってショウマに再度尋ねる。

「遠慮しなくていいのよ？　ショウマが人間じゃなかったらお給金出せたけど、それを出せないのだし、だから……欲しい物を言って？」

「モモ様……俺の欲しい物は、今のままでは手に入らないものなので。どうかお気になさらずに」

「ショウマ？」

　珍しくショウマの顔に翳りが見えた。

　手に入らない、欲しい物――それは何？

　尋ねようとしたけれど、初めて見た彼の表情にモモはしつこく聞けない。

「じゃ、じゃあ！　削り節の内職で得たお金はどうするの？」

　そうだ、ショウマだって一緒に内職をやっている。

　そのお金さえも使わないつもりなのだろうか？

「これはモモ様のヒールの代金の足しになればとやっているので……」

「えっ……？　私のためだったの？」

　驚いた。自分のわがままに付き合ってくれただけでなく、内職で得たお金までモモに提供するというのだから。

　モモにとって初めての経験だ。

　一緒に労働して、そして得たお金を自分のためではなく、相手に渡す。

（そんなこと、されたことない）

　ジン、と胸に温かいものが染みてくる。

　確かにモモは自分が猫人族なのに、ヒト科のショウマの容姿に惹かれて侍従にした。

　でもそれはあくまでも「顔」だと思っていた。

　猫人族の長い歴史の中で、手と足で歩いて「にゃあにゃあ」としか喋らなかった時代に、ヒトにペットとして飼われていたという伝承がある。

　猫人族の中でたまにヒトに惹かれてしまうという猫ひとがいるが、これは先祖返りでおかしいことではない、と学者達は言う。

　モモもショウマに惹かれるのはそれのせいだろう、と思っていた。

　――でも、この胸に染みる想いは？

　それにショウマを見つめていると、胸が壊れそうになるほど高鳴る。

（こんな想い、他の雄猫に感じたことがない）

「そ、そんな悪いにゃ！　そのお金はショウマが使うべき……！」

　ブンブンと頭を振りながら、言う。

「でも俺も協力した方が早く買えるでしょう？　それにモタモタしていると品切れになってしまうでしょう」

「うっ、で、でもそんなに売れちゃうかにゃ……？」

　ショウマに言われ、考え込む。

　あのときに羨望の眼差しでネネのヒールを見ていたのは、自分だけじゃない。

　お呼ばれしたネネの友人のほとんどは、ウットリとした視線でヒールを見て、チリン、と歩くたびに鳴る金の鈴の音に耳を傾けていた。

（あのヒールが欲しい！　と思ったの、私だけじゃないってことよね、そうよね）

　油断していた。

　自分の親は厳しくて「そんなチャラチャラしたものは皇族に必要ない」と却下したけれど、「欲しいのか？　よしよし好きな色をお買い」なんて甘々な友達の親はたくさんいる。

「モタモタしていたら、なくなっちゃう……？」

　モモの言葉にショウマが無言で頷いた。

　冷や汗を掻くモモに、ショウマはさらに追い打ちをかける。

「そんなに大量に作っているものではないと見受けられます」

　奇妙な静寂が起きた。

「あ、あの……ショウマ……いいかな、その」

　ようやくモモは口を開いたが、自分でも消沈しているとわかるほどの声音が出た。

「なんでしょう？」

「今回、ショウマが内職で得たお金も使って……いい？」

　自分でショウマに『自分で稼いだ金は自分で使え』と言ったばかり。

（その舌の根の乾かぬうちにこんなことをお願いするなんて、私はなんて強欲なの？）

　でも、欲しい。

　そのためにこうして毎晩、暇を見つけて、親の目を盗んで内職をやっているのに。

　売り切れたら、こうした努力がすべて無駄になってしまう。

「ごめんなさい、ショウマ。自分がわがままを言っているとわかってる……」

　自分の欲に涙が出てしまう。

　でも、あのヒールは一目惚れで、これほど物が「欲しい」と思ったことなどなかった。

　だからこそ、こうして内職しているのだ。

「モモ様、泣かないでください」

　ショウマはガリガリ鰹節を削る作業を止めて、モモに近づくと手を握ってきた。

　ショウマに手を握られるのは初めてだ。

　モモは猫人族とは違う彼の手の温もりに戸惑いながらも、大きな瞳から零れる涙も拭わずにショウマを見上げる。

　顔が近い。

　いつも遠目から見る宝石のような黒い瞳が、モモのすぐ目の前にある。

　猫人族とは違う瞳は、どこか神秘的にモモに映る。

　目が離せなくてジッと見つめていたら、ショウマが指で零れた滴を拭ってくれた。

　毛のないヒトの手は、モモには未知の感触だった。

　硬そうなのに硬くない。

　フワフワした感覚はないけれど、どうしてか心地好い。

　ショウマの手の感覚に浸っていたら、ショウマが口を開いた。

「俺はモモ様の頑張りに感動して、こうして協力しています。俺の稼ぎがモモ様の欲しい物を手に入れる手伝いになれば、こんな嬉しいことはございません」

「ショウマ……ありがとう」

　ショウマは献身的だ。

　この二年間侍従をやってもらっているけれど、一度だって自分を裏切ったことなどない。

　たとえ猫好きが高じてニャオン国に密入国してきたとしても。

（いつだってショウマは、私を最優先に考えてくれたにゃん）

「でも私、ショウマにあげられるもの。持ってないわ……」

　自分は代わりに何をあげたらいいんだろう？

　もらいっぱなしでは淑女としても皇族としてもよくない。

「モモ様からは……そうですね。いずれ思いついたらで」

　そうショウマは笑いかけてくれる。

　モモもつられて微笑みを向けながら、

「思いついたら遠慮なく言ってね」

　と返した。

（そう、きっと私、ショウマが好きなんだわ。許されない恋でも……）

　今はこうして傍にいてくれるだけでいい。

　種族を越えた恋だって、秘密にしていれば誰にも咎められることはない。






「……それはそうと……」

「はい？」

　モモは自分の手を握っているショウマの手をジッと凝視する。

　意図がわかりショウマは慌てて手を離した。

「申し訳ありません！　図々しくもモモ様のお手に触れてしまって……！」

「そういうことじゃないにゃ！」

　モモの瞳孔が大きくなりキラン、と光った。

「……えっ？」

「もう我慢できないにゃー!!」

　モモがショウマの手にかぶりついた。

「モ、モモ様！　……あっ、鰹節削っていたから手に匂いが……あたたたたっ！　モモ様落ち着いて！」

「堪らないにゃっ！」

「やっぱりお夜食作ってきます！　鰹節を混ぜたおにぎり！　小さいのなら食べても大丈夫ですよ！」

「そのままでいいにゃ！　囓りたい。ガブガブ……」

　その夜、モモは野生の本能に従って好きなだけ鰹節を食した。






　まだ色気より食い気だわ――そっと反省したモモであった。

















第二章　ショウマ、本性を露わす












「ショウマ！　ショウマはどこ？」

　チリンチリンとモモが鳴らすベルの音に、ショウマが箱を持ってモモの部屋に入ってきた。

「遅いにゃ！　私が頼んだ用立ては？　どうなったの？」

「はい、ここに……」

　桃色のリボンで結ばれた箱を見て、モモの瞳孔が大きくなる。

「――!?」

　そんなモモを見て、ショウマは一瞬たじろぐ。

「……あ、噛みつかないわよ」

　とモモ。

　ショウマは数日前に、鰹節の匂いで興奮したモモに噛みつかれた。

　歯形が残った程度だったが、さすがのショウマもあのときのモモは怖かったらしい。

「そうですか……いや、爪を立てられるよりかはいいですけれど」

　と、モモに箱を手渡す。

「これが……そうなのね」

「はい。モモ様、よく頑張りました」

　ショウマが微笑む中、モモは逸る心を抑えきれないと言わんばかりに箱のリボンを外し、蓋を開ける。

「わあ……っ！」

　中を見て、モモは歓声をあげた。

　光沢のある桃色のヒールが、そこにちょこんと納められている。

　宝物を扱うようにモモはそうっとヒールを手に取ると、目線の高さまで持っていき多方面から眺めた。

　リン、リン、と角度を変えるたびに透明感ある鈴の音が鳴る。

　そして友人のネネのヒールと違う部分があった。

　まず、鈴がクリスタルだ。

　そして踵のリボンから脇に流れるチェーン。

　赤いヒールは金剛石が填め込まれたボールチェーンだったが、桃色のヒールは小さめの真珠だった。

「ヒールの色で使う宝石が違うのね」

　でも、これはこれでいい。

　ミルクが混ざったような優しい桃色に合う。

「桃色で正解でしたね。モモ様の白い毛並みならこの色が映えましょう」

「やっぱりそう思う？」

　うふふ、と笑い合うとモモは勿体なさそうにヒールを床に置く。

「床に置くと靴底が汚れていやだけど、履くんだから仕方ないわよね」

「モモ様、これは既製品ですから少々調整が必要かと」

「そうなの？」

「普段、モモ様の履く草履などはオーダーメイドです。ピッタリならいいでしょうけど、モモ様の足の形に合わせないと履いていくうちに痛い思いをなさいますよ？」

「別に調整なんていらないわ。どうせ外出するときはいつものようにお着物か袴ですもん。この靴で外へは出歩けないの。だから室内でこっそり履いて楽しむわ」

　モモは答える。

「けれどモモ様の肉球はとても柔らかいのですから、少しのお時間でも痛むのではないかと……。俺、心配です」

　眉を下げ、潤んだ瞳で心配そうに見つめるショウマを見てモモも戸惑う。

「そ、そんなに私の肉球は柔らかかった？」

「はい」

　とショウマ。

　そう、ご褒美に尻尾と肉球を触らせてあげたのだ。






「ふわあああああああっ！　尻尾ふわっふわ！　まるで綿菓子みたいだ！　それにこの肉球！　プニプニしていてモッチモチなのに、柔らかい！　ああ……なんて最高な肉球なんだ！」

　口から涎を垂れ流す勢いで尻尾と肉球を交互に触りまくるショウマを見て、モモは言った。

「やっぱりショウマ。あなたニャオン国にわざと入国して捕まった猫の下僕派ね？」

「それ以外何があるんですか？　俺は幸せです……だってモモ様のような素晴らしいモフモフの下僕になれたんですから！」

　陶酔しているショウマの顔は紅潮していて、それは真実だと如実に知らしめていた。






　そして今、ショウマは必死にモモを説得している。

「踵の高い靴というのは、思うより足に負担をかけます。美しいモモ様の、丸みを帯びた御御足の形が変形したり、真っ白な爪が歪んで変色したりする可能性があるんです。…………それを考えると俺の胸が潰れそうです」

　切なそうに胸を押さえ、今にも涙が溢れそうな黒い瞳がモモを捕らえ離さない。

　ショウマの瞳は猫人族みたいに虹彩が細くなったり大きくなったりしないし、夜に光ったりもしない。

（でも、とても表情が豊か）

　ヒトの、百面相とまで言われる表情の豊かさはすごいとモモは思う。

　ちょっと視線や口元を動かすだけで、哀しみや喜びを表現できるのだから。

　猫人族含む動物族と違うその豊かな感情表現は、簡単にモモを恋する乙女に変えてしまう。

（ああああああん！　そんな瞳で、顔で、私を見ないでーーーー！　胸のときめきが止まらなくなっちゃう！）

　ショウマはヒト科だ。そして自分は猫人族。

　身分どころか種族も違う。

　なのに――どうしてこんなに胸が高まるのだろう？

（猫人族のイケメンじゃなくてヒト科のイケメンに胸がときめくなんて、私先祖返りの部分を多く持っているのかしら？）

　そう、大昔人間に飼われていた記憶が、モモの遺伝子に多く残されているのかもしれない。

（落ち着いて、落ち着くのよモモ。皇女としての自分を取り戻して！）

　スーハー、と息を吐くとモモはショウマに、

「そこまで言うのなら仕方ないわね。私の肉球を心の底から心配しているようだから、ショウマに靴の調整を任せるわ」

　とツン、として言った。

「はい、お任せください。では早速ですがモモ様、靴をお召しになって少し歩いてみてくれませんか？」

「わかったわ」

　ヒールを履くとふん、と立ち上がりショウマの前で歩いてみせる。

　真剣な眼差しで自分の足下を見つめる彼の視線に、胸の鼓動がいっそうに激しくなっている。

　ただでさえ踵の高い靴を履かないモモの足取りは、ヨロヨロで不安定だった。

「ストップ、モモ様」

　その場で立ち止まった。

　ショウマが近づいてきて、モモの踵に触れながら言った。

「全体的に前へ寄ってしまわれていますね。爪先に柔らかな詰め物を入れましょう――脱いでください」

「ぬっ、脱ぐ!?」

　モモの大きな耳が、ピンと直立不動のように立つ。

「ヒールを、です」

「名詞をちゃんとつけて言うにゃ！　ビックリするでしょ！」

　勘違いにモモは真っ赤になってしまう。

　ショウマは勘違いの意味がわかっているのだろう、クスクスと肩を揺らしながらモモからヒールを受け取る。

　柔らかなスポンジを入れては出して切り、それを何度か繰り返すと――履き心地のよいセミ・オーダーのヒールに早変わり。

「いかがですか？」

　モモはショウマの前でくるりと回ってみせる。

　リン、と鳴る涼やかな鈴の音も、脇に取り付けられた真珠の飾りも変わることなく、モモの足に馴染んだ。

「いいわ、最初より履きやすい。さすがショウマね」

　ショウマはいろんなことをそつなくこなせる。

　猫より器用な五本の指を持っているから当たり前だが、こうして自分のためにその指を使ってくれるのが何よりも嬉しい。

　室内でしか履けないヒール。

　けれど、足が痛くならない方がいいに決まっている。

　歩くたびにチリン、と鳴る鈴の音にモモは微笑みながらショウマを見ると――彼も嬉しそうに微笑んでいた。

　その笑顔が蕩けそうで思わずウットリしそうになり、モモは思わずプイッとそっぽを向いてしまう。

「ふん。まあ私に仕える侍従なんだから、このくらいできて当たり前よね」

「はい。このショウマはモモ様だけのものです」

　ショウマはそう言うと、胸に手をあててさらに微笑みを深くする。

　――そんなこと、言わないで。

　深い意味に取ってしまいたくなる。

　ショウマは『モモの侍従』という意味で言っているとわかっているのに。

　自分の、猫人族としての肢体が好きだとわかっているのに。

　自分そのものを好きなわけではないのに。

　ショウマが優しくて勘違いしそうになる。

　だからモモは時々、高飛車な態度を彼に取る。

　そんなことしたってきっとショウマは気づいている。

　気持ちを誤魔化すための態度だということに。

「モモ様……」

　微笑みを継続しながらショウマが、ポケットを探りつつ近づいてきた。

（……えっ？　何？）

　いきなり急接近してきたショウマに、モモはポカンと彼を見つめる。

　モモと数センチしか離れていないところまで来ると、ショウマはほんのりと頬を赤く染めた。

「これを……」

　ポケットから出してきたのは小さな四角い箱。

　モモに見せるように蓋を開けた。

「これ……」

　――薔薇をかたどったクリスタルが付いているチョーカーが、柔らかい布の上にちょこんと置かれていた。

　どう見ても猫人族用だ。

「この薔薇のクリスタル……ヒールの鈴と同じ……」

「はい。モモ様と俺の内職代を足したら少し余りが出たので、それで購入しました。こうして、生地の部分に名前も刺繍してもらったんです」

「余ったお金は自分のために使ってよかったのに……！　だからショウマにお使いを頼んだのよ」

　つい責めてしまう。

「モモ様がお生まれになって初めて体験した労働に、俺も何か記念にお贈りしたかったんです」

「ショウマ……」

　なんてサプライズ！

　今度は胸がキュウウンと締めつけられて、涙腺が緩んでしまいそうになる。

（鰹節、つまみ食いしなくて本当によかった……）

　ショウマは主人である自分のために、本来やらなくていいことまでやっていた。

　他のヒト科や猫人族の使用人達だったらきっと、迷惑とも面倒くさいとも言うだろう。

　顔に出るだろう。

　ショウマは、ちっともそういうのがなかった。

（それどころか私にプレゼントだなんて）

「……ありがとう」

　素直にお礼の言葉が出る。

　いえ、と照れながらショウマは片膝をつくと、恭しくモモに頭を垂らした。

「モモ様の首に、このチョーカーを着ける名誉を与えていただけますか？」

「もちろんよ」

　モモは後ろを向くと、ショウマの動きを待った。

　ショウマの大きくて長い腕が持つ、薄い桃色のリボンのチョーカーがモモの前に回った。

　裏に自分の名前が刺繍されていて、モモは嬉しくて思わず喉が鳴りそうになるのをグッと我慢する。

（ここでもっと……そう、抱き締められたりしたら陥落しちゃいそう。ううん、下僕になっちゃいそうよ）

　チョーカーはフック式の留め具。

「――さあ、つけ終わりましたよ。鏡を持ってきましょう」

　ショウマが離れたのがほんの少し寂しいと思いながら、モモは首元で揺れる薔薇のクリスタルを弄る。

「……？　なんだか、手触りがいつもと違うわ？」

　クリスタルを弄る指の感触が変だ。

　自分の指に視線を移し、モモは言葉にならないほど驚いた。

　ピンクの肉球の愛らしい小さな手がない。

　艶々の白い毛並みに包まれた手がない。

　モモの視界に映っているのは白い手――人間の手だ。

「？？？？？」

　それに、着ているゆったりめの室内着のはずがピチピチしていてきつい。

　ピッタリに調整してもらったヒールさえキツキツで、我慢堪らず脱いでしまう始末。

　わけがわからずジッと目を凝らし見つめているモモに、ショウマは微笑みながら手鏡を渡す。

「お可愛らしくなりましたね」

　と言いながら。

　――まさか？

　モモは恐る恐る渡された手鏡で自分の顔を映した。

　鏡に映っているのは、

　毛並みの色のように白い肌。

　陽を受けた淡いたんぽぽ色の髪の毛。

　緑の瞳。

　――のヒト科の女性だった。
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「ひぃ……っ!?」

　手鏡を投げ、モモはもう一度自分の手を見、顔を撫でる。

　いつもの感触じゃない。

　肌はツルツルとして、すべての毛を剃られた気分。

　爪だっていくら頑張っても伸びない。

「あ……あ、ショ、ショウマ……っ！　わ、私いったい……！　どうなっちゃったの!?」

「どうなったって、ヒト科の女の子になったんですよ。モモ様はヒトになってもお可愛らしいだろうと思っていましたけど、想像以上でした」

「どういうこと……!?　何したの!?」

　ショウマはモモの手を掴み、姿見の前へ連れていく。

「い、いや……っ！」

　事実を目の当たりにしたくなくてモモは全力で拒絶するも、やはりショウマの力は強い。

　無駄な抵抗で、押さえつけられて無理矢理鏡の前に立たされた。

「ほら、よく見て。ヒト科の中でも美女の類いだ」

「……ぃっ!?」

　恐る恐る自分の姿を見る。

　やっぱり、顔だけじゃなかった。

　ラフなワンピース型の室内着から伸びる足には毛皮がなくなって、五本の指のある伸びやかなヒトの足が映っている。

　体もショウマと同じで、たくさん毛があるのは髪だけだ。

　すらりとした伸びやかな手足にたんぽぽ色の髪は腰まであり、触ると以前の自分の毛並みの名残を表すように艶やかで柔らかい。

「……私、なの？」

　鏡に手をあて、至近距離で自分の顔を眺める。

　緑の瞳は、虹彩が細くなったり大きくなったりしないが覚えがある。

　スッと通って形良い鼻を摘まんでみて、なんとなく覚えがある。

　口も触ると確かに自分の口だ。

　顔のどこを触れても髭がないのが、すごく違和感を覚える。

「狭いところ通れるかどうか、わからなくなったわ……」

　ぽつりと呟き、ハッとする。

「そんなこと言っている場合じゃないにゃ！　髭どころの問題じゃない！　――ショウマ！　いったいどういう……っ!!」

　怒りの眼でショウマに顔を向けるが、彼の笑みにモモは固まった。

　綺麗な弓なりに細める目も、形良く上がる口も、いつもと違い邪悪に見える。

「……ショウマ？」

　モモは猫のときのように四つん這いになり警戒しようとしたが、上手くできない。

　武器の爪さえも伸びないのだ。

　ただ四つん這いになって「ぐううううう」と唸るだけ。

　その唸りさえも、いつもの半分も迫力が出ない。

　四つん這いで後ろに下がり逃げようとするモモを、ショウマは易々と捕らえる。

「無駄だよ、ヒトは猫人族のように素早く逃げることができないから。あ～あ、せっかくの美人が台無しだな」

「離して！　誰か！」

「呼んでも無駄だと思うけど？」

「何言ってるにゃ！　ショウマ！　私にいったい何をしたにゃ！」

　顔を引っ掻こうとしたが、あっさりと腕を押さえられてしまう。

「そのチョーカーに『変身』の魔法がかけられているんだよ。『ヒト科』になる魔法をね。だからつけたモモは『ヒト科の女の子』になったわけ」

「外して！　今すぐに！」

　ショウマの手を振り払い、自ら外そうとするが、どうしてか外れない。

「無駄無駄。それはつけた本人しか外せない。――つまり俺しか外せないってこと」

「そ、そんな……！　いったいどうしてこんなことを!?」

　こうしている間でもショウマは距離を取るモモを追ってくる――笑顔で。

（怖い……）

　ショウマを怖いと思ったのは初めてだ。

　この笑みを浮かべる彼に捕まったら、完全に自分が自分でなくなってしまうような気がしてモモは震えていた。

「ようやく手に入れた甲斐があったよ。……これでお前は俺のものだ」

　態度も口調さえも今までと違う。

「誰か！　早く！　ショウマを捕らえて！」

「だから無駄だって。誰がモモだと信じるの？」

「そ、そんなことないにゃ！　人間の姿になったってわかってくれるにゃ！」

　叫びまくってようやく侍女や警護の者がやってきてモモはホッとしたが、それも束の間だった。

「そこの女を捕らえてくれ！　部屋に入ったらモモ様のかわりにこの女が！」

　そうショウマが叫んだのだ。

「なんだって!?」

　わらわらとモモを取り囲む。

「ち、違う！　私がモモ！　モモにゃ！」

「先ほどから自分がモモだと、おかしな事ばかり言っているんです！」

　弁解してもショウマが被せて皆に訴える。

「モモ様がどこにもいない！　きっとこの女がモモ様をどこかへやったに違いありません！」

「貴様！　モモ様をどこへ連れていった！」

「捕らえよ！」

　ワッとモモに近づくと、あっという間に捕縛される。

　その間にもモモは懸命に訴えた。

「違う！　私が本当にモモなの！　ショウマにヒトにされたの！」

「何言ってるんだ！　モモ様は猫人族だ！　ヒトのくせに猫人族だと言ってその姿じゃ誤魔化せるはずないだろう！　嘘をつくな！」

「だからショウマに人間にされたんだってにゃ!!」

「こいつ、本当に自分がモモ様だと思ってるぞ……？」

「まさかな……？」

　皆、不安げにショウマに視線を向ける。

　ショウマは切なげに首を横に振った。

「きっとモモ様に憧れすぎて、自分がモモ様だと思い込んでいるのかと……」

　と残念そうに言った。

「ショーマー!!　なんてこと言うの！　大嘘つき！」

　結局、モモはそのまま捕まって幽閉されてしまった。







◇◇◇◇◇








　モモの住む邸には座敷牢がある。

　年中ジメジメとしていて、肌寒い狭い場所だ。

　モモはそこに幽閉されてしまった。

　畳の部屋だが当然暖を取るものなど置いておらず、モモは自らを抱き込むように座っていた。

　最初は頑として立っていたが、夜も更けて疲れてしまいとうとう座り込んでしまったのだ。

　昔ながらの座敷牢の柵は木製だが、分厚くてそう簡単に折れない頑丈さだ。

　食事と水が出されたが、「モモ様を誘拐して堂々となりすましているヒトの女」だと思われているせいだろうか、モモにとって信じられないほど粗末な食事だった。

　しかも嫌がらせなのか、虫などあからさまに混入されていて食べる気にもなれない。

　報告を受けた父と母が来てモモは必死に訴えたが、父は顔をしかめ、母は「モモを返して」と泣きながら懇願された。

　父は、

「ここ数年増えている行方不明に関わっているかもしれない。緊急会議をひらき、お前に証人尋問する」

　と厳しい声を放ち軟禁を命じた。

「……だから私がモモなの……」

　牢屋に入れられてからもどうにかチョーカーを外そうとしたが、ショウマの言うとおりつけた本人にしか外せないらしい。モモでは無理だった。

　自分はこれからどうなってしまうんだろう？

　今頃「モモ皇女誘拐事件」として取り扱われ、捜査が入っていることだろう。

　近いうちに警察がやってきて自分を取り調べるだろう。いや皇女誘拐だからもっと上の階級の猫人族がやってくるかもしれない。

（……上の猫ひとなら話したら私が正真正銘のモモだとわかってくれるかしら？）

　わかってほしい、でも無理かもしれない。

　父や母さえも自分がモモだとわからなかった。

（私、どうなっちゃうの……？）

　じわり、と視界がぼやける。

　被害者なのにこのまま犯罪者とされ、もしかしたら奴隷に落とされるのだろうか？

　誰にも自分がモモだと気づかれないまま、一生ヒトとして生きていくのだろうか？

　そもそも――

（どうしてショウマは私をヒトにしたの？）

　ショウマは本当は自分のことが大嫌いで、それで貶めたくてこんな企みを考えて実行したのだろうか？

　それとも、猫人族自体が大嫌いで、その腹いせで自分を標的にしたのだろうか？

　いろいろと想像するがどれもこれも「ショウマは猫人族が嫌い。モモのことも嫌い」と結論付いてしまう。

　もしかしたらショウマは、自分のことを憎からず想っていてくれているのかと勘違いしていた自分が恥ずかしい。

　ショウマが自分に向ける笑顔や言葉は偽りのものだったのだ、きっと。

　猫人達の尻尾やモフモフな毛皮に触れて幸せそうな顔をするのもすべて嘘。演技だったのだ。

　全部、錯覚だった。

「……馬鹿みたい」

　ポロポロ涙が零れ、それを隠すように膝を抱える。

　丸まって泣きたかったが、ヒトの姿だとこっちの方が楽だと気づいたからだ。

　猫なのに猫らしくできない。それも哀しかった。






　しばらく声を殺して泣いていると、足音が聞こえてきた。

（警官？　私を連れにきた？）

　モモは顔を上げ、涙を拭う。

　とにかく冷静に話し、信じてもらうしかない。

　モモである証拠があればいいのだ。

（モモである自分と家族しか知らない秘密とか……あったかしら？）

　懸命に頭を巡らせているうちに、足音が近づき止まり、モモはその相手に毛を逆立てた――つもりだったが、背中がゾワゾワするだけだった。

「モモ……」

　猫なで声、というのだろうか。モモの名を呼んだのはショウマだった。

「だから言っただろう？　ヒトの姿をしたお前の姿を見ても誰もモモとは信じないと。大人しくしていればよかったのに。こんな座敷牢に入れられちゃって……」

「……私をどうしたいの？　嫌がらせならもう十分でしょう？　ショウマが私のこと大嫌いだとよくわかったから、もうこのチョーカーを外して。もうショウマと関わったりしない、約束するわ」

　モモはそうショウマに訴えたら、彼は意外だというように目を見開いた。

　そしてすぐに哀しそうな顔をしたので、モモは首を傾げる。

（どうしてそんな顔をするのよ？　哀しい目に遭っているのは私の方なのに）

　まるで自分が、ショウマにひどい言葉を投げかけたようではないか。

「ショウマ……？」

　モモの声かけにショウマはゆるゆると首を横に振ると、また冷酷な表情に戻る。

「関わらない、という約束は今は無理だ。お前は俺と一緒にここを脱出するんだから」

「どういうこと？」

　突然言われて、わけがわからないとモモは再度首を傾げた。

「モモ、お前をハボン国に連れていく」

「ハボン国に……？」

　猫人族だけでなく、他の動物族さえも入国禁止の国。

　ニャオン国はハボン国と隣同士だ。

　ニャオン国もハボン国と似たようなものだが、ハボン国と比べたらそんなに取り締まりは厳しくない。

　基本ニャオン国では動物族の入出国は自由だ、移住はできないが。すべてを規制しているのはヒト科だけ。

「だから私をヒトにしたの？」

「それが一番手っ取り早いと思ったのさ」

「私をハボン国に連れていってどうする気？」

　モモの問いにショウマはまたニヤリ、と酷薄な笑みを見せる。

「決まってる。皇女モモを人質として、ニャオン国を交渉の舞台に上がらせるのさ」

「交渉……？」

　カチャ、と金属音の音がして錠前が外れた。

　ショウマが外したのだ。

「一緒にハボン国へ来るんだ」

　とモモに手を差し伸べてくるが、モモは拒絶に首を振る。

　ハボン国へ行ったら二度とニャオン国に戻れない――そう感じたのだ。

　それにモモは、ニャオン国から出たことがない。

　単純に怖い、というのもあるがニャオン国を敵視しているハボン国に連れていかれたら、自分の身がどうなるか想像するだけでゾッとする。

　そんなモモの考えを見透かすようにショウマは言った。

「お前の安全は俺が保障する」

「でも……」

　なんの交渉なんだろう？

　いくらショウマが自分の身の安全を保障すると言っても、簡単に彼の手を取れない。

「……いくらショウマがそう言っても、ショウマだけで私を守れるの？　ハボン国はショウマくらいの体格の人、たくさんいるんでしょう？」

　ニャオン国ではヒトは、猫人よりずっと大きい。

　力だってそうだ。猫人族はその敏捷性と伸び縮みする鋭利な爪と、魅了魔法じゃないかとも言われるキュートさで他の動物族より群を抜き、それでヒトを従えている。

「モモ」

　ショウマの声がよりいっそう、真剣さを増す。

「用が済んだらニャオン国に帰す。それまで俺が絶対にモモを守る。危険な目に遭わせない。だから、信じてほしい」

「ショウマ……」

「君が必要なんだ、頼む」

　――ショウマ。

　ショウマは自分を必要としている。

　どういう理由でなのか、わからないけれど。

「……わかったわ。でもどうして私が必要なのかハボン国に向かいながら教えてくれる？」

「ありがとう、モモ」

「仕方ないわ、だってこの魔法がかかったチョーカーは貴方しか外せないんだもの」

　そう言いながらモモは、差し出されたショウマの手を取った。

















第三章　ハボン国へ












「さすがにこの姿だと皇宮から脱出できないな」

「どうするの？」

「猫人の姿に戻す」

　と、ショウマは後ろに回りチョーカーを外しにかかる。

「でもショウマ、外して猫人に戻った途端に私が逃げると考えないの？」

　そんなこと言わなきゃいいのに、とモモは自分でも思う。

　外して猫人に戻った瞬間に、その敏捷性で脱兎のごとく逃げればいいのに。

「逃げるつもりなら、言わないでチョーカーを外したらさっさと逃げているだろう？」

　ショウマに図星を突かれてモモは「うっ」と言葉を詰まらせた。

「で、でも私の一族は他の猫人に比べて大きいのよ。ショウマの体に隠しておけないと思うの」

　逃げるとしたら一番手っ取り早くショウマの服に隠れて――がいいだろうが、メインクーン種のモモは「ジェントルジャイアント」と呼ばれるほど大きい。

　穏やかな性格の多い種だから、野性に引きつけられ暴れることはないと思うが。

　ショウマはニヤリと笑うと、あるケースをポケットから取り出した。

「ちょっと我慢してもらうけどね」

「そ、それは……！」

　モモはあからさまに嫌な表情を見せた。






「ご苦労様です」

　ショウマが門番に自ら声をかける。

　門番のアメリカン・ショートヘアの二人が「にゃうん」と一声鳴いて、ショウマに話しかけた。

「やあ、ショウマ。こんな夜中にお出かけかい？」

「ああ、夜中に活動する猫人も多いし。……もしかしたらモモ様の行方を知る猫人や動物族達もいるかと思ってね」

　ショウマが切なそうに答えると、門番達も顔を見合わせる。

「ショウマ、あまり落ち込むなよ。お前のせいじゃないんだし」

「だけど、俺はモモ様に可愛がられていたから余計に申し訳なくて……だから自分なりに手がかりを探してみるよ」

「そうか、頑張れよ」

　そう言うと門番達は、ショウマの後ろに隠れるように立っている猫人族に声をかけた。

　ショウマと同じ色のフード付きのマントを羽織っている。

　マントから見える顔は、黒と白のブチ模様だ。

「あんたは？」

「わ、私も一緒にモモ様をお捜ししようと、ショウマにお願いしたんです」

　演技なんてしたことがないが、自然にそれらしく答えることができただろうか？

　尋常じゃない胸の動悸に、モモは背中から冷や汗が出る。

「見慣れない顔だなぁ、大きいし何種なんだい？」

　覗き込むように尋ねてくる門番に、ショウマがさりげなくモモの前に立ち塞がる。

「ノルウェージャンフォレストだよ。最近モモ様付きのメイドになったばかりなんだ」

「そうだったんだ。君も大変だったね、入ったばかりでこんな事件に巻き込まれて」

「は、はい……」

　同情された。

　どうやら自分がモモだとわからないようだ。

（……確かに門番達と話したことってないから、私の顔もハッキリわからないわよね）

　とはいえ、ここに来るまでも皇宮で何猫なんにんかすれ違っているのに、誰も自分がモモだと気づかないのもショックだった。

（いくらドーランで毛皮に黒地のブチ模様を描いたからって、匂いとかでわからないものなのかしら？）

　犬族よりは利かないとはいえ、ヒト科より嗅覚は鋭いはず。

　なのに「モモ様の匂い！」と気づく者がいなかった。

　あっさりと皇宮の外へ出られてモモはホッとするよりガッカリして、ついぼやいてしまう。

「……私って影が薄い皇女だったのね」

「モモだと気づいていないからさ」

「だって匂いでわからない？」

「当たり前だ、俺達が羽織っているマントには、匂いを消す作用があるからな」

　だからか。さすがにその辺り、用意周到だったということか。

「さあ、グズグズしていられない。仲間が待っている場所まで行かないと」

「仲間までいるのね」

　さすがに、たった一人で皇女誘拐を企てたわけではなかったか。

　夜型が多い動物族の街中は賑わっていて、街灯や店の灯りで十分に明るい。

　夜の繁華街が物珍しくてキョロキョロしながら歩いていると、鼻腔をくすぐる匂いがモモを立ち止まらせた。

「どうした？」

「いいにおーい……お腹空いた」

　クンクンと鼻をひくつかせ、フラフラと屋台へ向かうモモをショウマは慌てて止める。

「おい、待て。食べている時間なんてないんだ」

「だって、夕飯食べてないんだもの」

「食べてない？　いつものように凝った食事ではないけど出るはずだぞ？　容疑者に飯も出さないような非道はしないはず」

「出たけど……私が誘拐したと思って意地悪したんだと思う。虫とか入っているし変な臭いはするしで、食べたくなかった」

　モモの言葉にショウマは驚いたのか目を見開き、それから肩を怒らせた。

　それからモモの手を取ると「来い」と引っ張っていく。

　一つの店のお持ち帰り用の窓口で店員と話をし、モモに渡す。

「これを食べろ」

「これ、串焼き？」

　紙袋の中に入っているのを一本取り出す。

「ささみ肉の串焼きとマグロのつくね串だ。美味いぞ、食べながら歩け」

　確かに美味しそうな匂いだ。モモはゴクンと唾を飲み込む。

　だが、なかなか食べようとしないモモにショウマはだんだん苛ついてきたようで、眉尻を上げる。

「何してるんだ、時間が迫ってるんだから！」

「だって……私、歩きながら食べたことない……」

　――皇女というやんごとない身分のモモにとって行儀の悪い歩き食いなど、したことがない。というか、歩きながら食べることができるのかわからない。

　串が口の中に刺さらないように見ながら食べたら、前方不注意で誰かにぶつかる可能性がある。と言って前を見ながら食べていたら串が口の中に刺さるかもしれない。

　オロオロしているモモを見て、ショウマはそうだったとため息を吐くと、モモを屋台用のベンチに連れていく。

「十分だ。十分で食べろ」

「ありがとう！　ショウマ」

　そう言ってベンチに座ろうとしたモモにショウマは、

「ちょっと待て」

　と自分のハンカチを敷いてやる。

「やんごとなきお嬢様だからな、モモは」

「あ、ありがとう……座らせてもらう……にゃ」

　いつもの侍従のショウマの気遣いで、モモは嬉しくて微笑んでしまう。

（やっぱり、ショウマはショウマだわ）

　いつも優しくて細やかな気遣いをしてくれて、大好きなヒト。

「では、いただきます」

　つくね串を一口。

「おいしーい！　このこってりな甘タレ何？　初めて食べるわ！」

「こんなの、皇宮で食べているいつもの食事より全然劣るだろう？　無理して美味いとか気を遣わなくていいんだ」

「本当に美味しいのよ。混ざり物のない味だわ、ショウマはここの串焼きを食べたことがあるの？」

「ある」

「さすがショウマね。美味しい店を知っているなんて。私の好みにピッタリだわ」

　瞳孔を大きく開いたままモグモグと食べては「美味しい」と咀嚼しているモモを見てショウマは表情を崩す。

「少しここで待ってろよ、すぐに戻ってくるから」

　と言うとモモをベンチに置いて、約束通りすぐに戻ってくる。

　今度は紙コップ二つ持って。

　そのうちの一つを座っているモモの脇に置く。

「これは？」

「甘酒だ。飲めるだろう？」

　モモの瞳が輝く。

「大好き！　ちょうど喉も渇いていたの」

　ささみとマグロの串焼きをペロリと平らげたあとで、モモは甘酒をフーフーと息を吹きかけ冷ましながら飲む。

　猫人族は二足歩行が可能になって長い。生活習慣や食などヒト科に近い形で進化してきたが、モモは猫らしく猫舌で熱い物がなかなか飲めない。

　フーフー言いながら必死に飲んでいるモモを見てショウマは、

「なぜそんなに焦って飲んでいるんだ？　冷めるまで待てばいい」

　と尋ねた。

　モモはキョトンとそんなショウマを見て口を開いた。

「だって、十分でしょう？　待ってくれるの。だから早く飲まないと」

　思い出したようで、あっ、とショウマは手で自分の口を塞ぐ。

「……少しくらいオーバーしたって怒りはしないから、落ち着いて飲め。火傷するぞ」

「ありがとう」

　ニコッと微笑まれて、ショウマは不思議な感覚に囚われる。

　――なんで皇女様はこうも落ち着いているんだろう、と。

「……どうしてそんなに平気でいるんだ？」

「私が？」

「今、ハボン国に誘拐しようとしているのに。こうして俺の隣で平気で飯を食っているし、さっきだって俺がこの場を離れたとき逃げるチャンスだったのに、大人しく待っていた。モモは俺のこと怖くないのか？」

　というか、誘拐されている自覚がないのか？

　生粋のお姫様だとしても、あまりにものんびりすぎやしないか？

　泣くでもない、怯えるわけでもない。

　モモが、どちらかというとこの状況を楽しんでいるようにショウマは見えた。

　モモは甘酒を両手で大事そうに持ち、ショウマに笑いかける。

「だってショウマは約束してくれたでしょう？『用が済んだらニャオン国に帰す』って。『それまで俺が絶対にモモを守る。危険な目に遭わせない』とも約束してくれた。ショウマは今までずっと私の侍従をしていて約束を破ったこと、一度もないもの。だからショウマとならハボン国に行っても大丈夫だと思ったの」

「――モモ」

　ショウマはモモから視線を外し、手持ち無沙汰に手で口を覆う。

「……そんなに簡単に信じるもんじゃない」

　そうモモに言い放ったショウマだったが――のちに、自分がその言葉を噛み締めることになる。






　待ち合わせの場所は、町外れの誰も住んでいない一軒家だった。

「俺の仲間だ」

　紹介されたヒト科は三人。そんなに人数はいなかった。

「ショウマ様、馬車はすでに用意してあります。すぐに向かいますか？」

　一人がショウマに尋ね、ショウマは承諾に頷く。

「馬車に乗って国境まで走る。早朝になって国境の門が開いたら強行突破するぞ。そうしたらすぐにハボン国入りだ」

　そう言いながらショウマは、モモを馬車に引き入れた。

　馬車は猫人族専用でなく、ヒト科も乗れる大きな型のものだった。

　ヒト用の馬車はニャオン国にはあまり出回っていない。なのでショウマが付き添うときには、いつも馬車のキャビンの後ろに立ち車従の役割をしていた。

（ショウマと一緒に乗れる……）

　こんなときなのにドキドキする。

　しかし、乗ってガッカリした。

　ショウマを入れて四人いる。そのうち一人は馬車を御するとしても、三人もキャビン内にいるのだ。

　二人っきりじゃない上に、残りの二人はモモを監視するような眼差しで見つめている。

　緊張したまま出発して、またガッカリした。

　いつも自分が乗っている馬車に比べ揺れが激しい。

　造りが粗悪なのだろう、横揺れに縦揺れが連続に起きてモモは気持ちが悪くなってきた。

　それにいち早く気づいたのがショウマだった。

「モモ、俺の膝の上に乗れ」

　と、モモを抱き上げると膝の上に乗せる。

　しかも、乗せ方が変わっている――向かい合って抱き合うように乗せた。

「ちょっ……！　これっておかしいにゃ！」

　ショウマの膝の上で暴れるモモを、ショウマは笑いながら「よしよし」と背中を撫でてきた。

　どうしてか、それが大変気持ちよい。それにさっきより全然揺れない。

　ショウマの滑らかな手に背中を何度も撫でられ、腰が砕けそうになる気持ちよさに思わず喉が鳴り出す。

「ゴロゴロ喉が鳴ってきたな」

「き、気のせいにゃ」

　自分に語りかけるようにモモは言うが、どうにも喉が鳴ってしまう。

（あーん！　どうして鳴っちゃうの!?　気持ちいいのが丸わかりじゃない！）

　猫の習性が体に出てしまうのを、モモは自分自身恨んだ。

「モモ、こうしてヒトに抱っこされて撫でられる生活はご先祖様にとっては当たり前だったんだ」

「……知ってる」

「太古、猫は人間の愛玩動物で、こうして甘えて暮らしてきた。ヒトも猫もそれを受け入れてきたんだ」

「でも今は、猫もヒトも対等で、こうして同じ言語を話して生きているわ」

「そう、今はね。でもハボン国、いや俺の父はそう思っていない」

「……ショウマのお父様が？」

　そう言えば、ショウマの経歴を知らない。

　ただ放浪者でニャオン国に辿り着き、猫好きなゆえに密入国したとしか。

「そうだわ、私を誘拐した理由は？　教えてくれるって言ったわよね？」

「ああ、まずは俺のことと俺の父親のことを話さなくてはいけないね……」

　ショウマはそこまで言うと、ため息を吐いた。まるで憂鬱でも言いたげに。

　そんなに自分と自分の父親のことを話すのが嫌なのか、とモモは彼と父の間に何かあるのだろうという勘が働く。






「俺の父親はハボン国の王、つまり最高権力者だ。そして俺はハボン国王の息子だ」






　ショウマの告白にモモは瞳孔を大きくし、彼を見上げた。

「じゃ、じゃあ……ハボン国の王子様なの!?」

「詳しく言うとそうじゃない。庶子だから。所謂婚外子でね、だからこうして嫌な役目を背負わされている」

（婚外子……ということは愛人とかの子供ってことよね）

　なんだか嫌な言い方が気になって、モモは思い切って尋ねてみる。

「ショウマはお父様である国王様に『自分の子供』だって、認めてもらってるのよね？」

「……これから認めてもらう予定」

　やっぱり。

「私を誘拐して成功したら、認めてもらえるってこと？」

「父は『全猫回帰計画』というものを立てていてね……」

　ショウマはモモの問いから話を逸らすように、この誘拐の理由を話し出した。

『猫は猫らしく』と考えている父王は『猫はすべてのヒト科の愛玩物でいるべき』と今の猫人族の姿に不満を持っているという。

　だからこそ、ニャオン国と隣り合わせでありながら国交を断絶しているのだ。

　父王が目論んでいるのは先ほど言ったように『全猫回帰計画』。

　実はモモの父親である皇帝にそれを訴え続けているのだが、皇帝はけんもほろろだそうだ。

　痺れを切らせた父王は、ニャオン国の皇女か皇子を誘拐して交渉を有利に進めようという計画を立てた。

　父王から誘拐計画の実行を任されたのが、ショウマだったのだ。

「俺の母親は所謂魔力持ちで、それで『魔法具』というものを作っていた。その腕を買われて城に上がったんだが、父王に目をつけられてそれで俺が生まれたんだ。子供を身ごもったと知られて城から追い出されて、母は俺を産み育てハボン国内を転々として暮らした。俺も多少魔力を持っていて、簡単な魔法具なら作れる」

「じゃあ、私を人に変えたチョーカーはショウマが作った物なのね？」

　ショウマは同意に頷いた。

「二年前に父と再会して誘拐の件を提案されてね。『誘拐して交渉が成立したら我が子として認める』と約束してくれた」

　ようやく自分を誘拐した理由がわかった。

　――ショウマは自分を王の子だと認めてほしいがゆえに、この話に乗ったんだ。

「おかしいわ、そんなの」

「なにがおかしい？」

「だって、実の子だってわかっているのに、ショウマのこと今まで自分の子だと認めなかったなんて」

「権力者なんてそんなものだ。たとえ黒でも白と言うのが権力者。皆が『この人は王の子』だと認めていても、王本人が認めていなければ王の子ではないんだ」

「私のお父様ならそんなこと言わないのに……ショウマのお父様はどこかおかしいわ！」

　ショウマは自分の出生を認めてもらいたくて、こんな事件を起こした。

　しかも内容を聞けば、ほとんど父王の一人よがりの自分勝手な主張じゃないか。

　猫人で皇帝であるモモの父は知っているだろうが、モモも他の猫人だって『全猫回帰計画』なんて知らないし、こちらの事情や感情を無視して勝手に進めてほしくない。

　モモとショウマの視線が絡む。

「そんなお父様の約束なんて信用できないわ、私ハボン国の国王様のこと知らないけど、ちゃんと約束を守れる人なの？　国民のこと考えている人？」

　モモの緑の瞳が、真っ直ぐにショウマをとらえている。

　その真剣な眼差しにショウマは戸惑う。

　――だからこそショウマは、モモの腰辺りを撫でた。

　猫人族は頭と喉、そして尻尾周辺を撫でられると弱いことを知っている。

　気持ちよすぎて「降参」と腹まで見せる猫人までいる。

　猫人によって弱いところは微妙に違うが、モモが尻尾周辺と喉元が、かなーり弱いのは二年彼女に仕えてショウマは気づいていた。

　モモはこの二点を触れられるのを、ひどく嫌がるからだ。

「にゃぁああう……！　それ反則にゃ……」

「ふふ。モモ、こうして人間に抱っこされて撫でられるってどうだ？　気持ちいいだろう？　こういった猫の生活は最高だと思わないか？　本来の猫の生活はこうして人間にかまわれてゴロゴロ寝転んで、愛猫として飼われていたんだ」

　そう言いながらショウマはモモの腰辺りだけでなく、頭や背中、喉元まで撫でてくる。

（うううっ！　き、気持ちいいにゃああ……蕩ける蕩ける～）

　大好きなショウマに撫でられて、しかも自分が一番気持ちよくなってしまう場所だ。

「ふにゃぁあ……ん、液状化しちゃううう」

「液状化？」

　猫の体はしなやかだ。ヒトと同じく骨格と筋肉でできているはずなのに――ビヨーン、と体が伸びた。

　ビックリしてショウマは慌ててモモを抱き直す。

　対面で座っていたショウマの部下も驚いていた。

「モモ、モモ。大丈夫か？」

「うにゃぁあん、もっと撫でて～」

　先ほどとは打って変わったトロンとした眼差しで、ショウマにおねだりする。

「……なんだか酔っ払いみたいだな」

　ゴロゴロと喉が鳴っているのがハッキリと聞こえる。

　モモはすっかり猫の本性そのまま、目を瞑ってショウマに抱きついている。

　その姿はなんとも可愛い。

　ショウマはドーランを塗った部分の毛皮を拭ってやりながら、撫でてやる。

　気持ちよすぎなのか、それとも疲れたのかわからないが、モモはウトウトと船をこぎ始めた。

「猫の姿のモモは可愛いな、本当にそう思う。……今が猫の姿でよかった。ヒト科の姿のモモだったら違う意味で可愛がりたくなってしまうからな」

「うにゃぁ？『違う意味』って？」

「なんだ、まだ寝ていなかったのか」

「ねむーい……でも、ウトウトだから聞こえたの……ねぇ、『違う意味』って何？　教えなさーい……」

「ネンネのモモにはわからないこと」

「ネンネって小さい子に言うように言うなぁ……。ネンネじゃなくて『就寝』と言いなさーい……」

「……もういいから寝ろ」

　意味が違うと茶々を入れたかったが、これ以上うるさく尋ねられるのも面倒だと、ショウマはモモの背中をポンポンと軽く叩き眠りへと導く。

　モモはうにゃうにゃ言っていたが、そのうち熟睡したのか規則的な寝息を立て始めた。

「さすがショウマ様、猫人族の扱いに長けています」

　対面に座っている部下の一人が賞賛する。

「このくらいでお世辞を言うな。いずれお前達だって猫人族と交流することになるんだ」

「交流、というより『飼育』ですよね？」

　もう一人の部下が茶化すように言うと、ショウマは彼を睨みつけた。

「『全猫回帰計画』なんて、本当に可能かどうかわかったもんじゃない。長い年月をかけて進化した猫人族を魔法で元の猫の状態に戻そうなんて……」

「ショウマ様は反対なんですか？　こうして猫人族の皇女をさらってきたのに」

「誘拐するのと猫に回帰を促すかどうかは別問題だ」

「昔の小説にあるような『猫耳娘』とか憧れたんですけど、猫人族はまだそこまで進化を遂げていませんから、できないことはないんじゃないですかね？」

　モモが寝た途端、軽口を叩く部下にショウマは「黙れ」と厳しく言い放つ。

『飼育』だの『猫耳娘』だの言っている部下のモモを見る眼差しが気になる。

　ただ「猫可愛い」という目つきじゃない。

　邪な感情が入っている目だ。

　もう一人の部下も気づいたのか、彼を叩いて諫めている。

（……ハボン国に入ったら、人の姿にするつもりだが）

　迷う。逃げられないように人の姿にさせるつもりでいた。

　モモの美女っぷりに、父王や兄弟達はいやらしい目で見やしないか？

　――見る可能性が高い。

　ヒト化の魔法具をつけた張本人の自分さえ、クラリときたのだから。

　だからつい――

『これでお前は俺のものだ』

　なんて本音を口にしてしまった。

　上手くモモの侍従になれて二年、猫人族との生活にも慣れた。

　そして、猫人族の可愛らしさに一日何度「キュウウウン」と胸が鳴いたか。

　モモはショウマが猫人たちに魅せられているという演技をしていると考えていたが、演技ではなく本気であったのだ。

　その中で抜群に可愛らしいと思ったのがモモだった。

　自分に気があるくせにツンツンしたかと思えば幼子のように懐いてきたり、そうかといえば皇女らしい凜とした態度を取ったり。

　猫の目のようにクルクルと変わる。

　モモは確かにお嬢様で世間をよく知らないだろう。

　けれど、それはこれから皇女として公務に出れば変わるし、その欠点を補ってあまりある魅力で溢れている。

　ショウマにとってモモのすべてが愛して止まない存在となっていた。

（モモさえよければ、このまま他の国へ逃げようか……？）

　チラリと、自分に抱っこされ眠っているモモに視線を移す。

　なんの疑いもないような無邪気な猫の寝顔だ。

（モモは俺を信頼しているし、どっちの姿でも逃げはしないだろう……でも）

　猫人のまま父王の前に現れたら、きっとモモのことを馬鹿にするだろう。

　そうして無理矢理ヒトの姿に変える魔法具をつける。

　承諾していないモモに、無理矢理魔法具をつけるのは嫌だ。

（でもやはり、ヒトの姿に変わってもらうか……）

　ショウマは贖罪の意味を籠めて、モモの頭を撫でる。

　やはり自分は、父に存在を認めてもらいたいのだ。

　子ができたら、あっさりと母を追い出した父王。

　母は自分を産んだものの、決して愛情を注いでくれたわけではなかった。

　だから、成長した自分を父王が捜してくれたということだけでも、ショウマはいたく感動したのだ。

『お前を実子として認めたいが……その王妃がな。国に貢献している実績がないと認めてはいかん、と』

　王妃のせいにするところはいけすかないとは思ったが、認めてくれたら自分は『王の庶子』となる。

　王家の戸籍に入ることができるのだ。

　ハボン国では『非嫡出子』という立場は、冷遇されてしまう。

　自分の生まれ育った国なのに、母から伝授された魔法具の製作ができるのに、まともに扱ってくれないのだ。

　どんなに素晴らしい魔法具を作っても身許のしれない奴だからと足元を見られて、わずかな金額の取引でしか扱ってくれない。

　王の庶子というだけで今までより生活が楽になる。正当な取引に応じてくれるようになる。

　何より――自分に父と呼べる人ができる、兄と呼べる人ができる。

（そうだ、長年の夢じゃないか。家族ができるのも、きちんとした戸籍ができるのも）

　その思いに執着しているショウマは、誘拐という罪をおかしてハボン国へ帰ることになんの疑問を持たなかった。

　いや、何も見えなくなっていた。

　そのことに自分自身気づかず、ショウマはハボン国へモモを連れていく……

















第四章　モモ、ハボン国の王様と会う












「モモ、この服に着替えて」

　ニャオン国の国境を越えハボン国入りをしてすぐ、ショウマは淡いグリーンのドレスをモモに渡した。

　西洋風のドレスで、ニャオン国の伝統の着物を多く着ているモモにとって、誘拐された身でありながらもときめいてしまう。

　横に広く浅いネックラインに上腕部を覆うカラーは花の刺繍がされているレースで、露出度を抑えている。

　ソフトチュールの素材で、触り心地も柔らかくていい。

　あまり露出のないデザインも、モモの好みを知っているショウマらしい。

　――ただし、ヒト科用のものでモモにはブカブカだったが。

「大きすぎ……」

　着替えて馬車から降りたモモはズルズルと引きずりそうになるドレスの裾を上げて、不満そうにショウマに告げる。

「それでいいんだ」

　とショウマはモモに例のチョーカーを見せる。

「ヒトにするのね」

「逃亡防止だな」

「逃げたりしないのに」

　モモは自ら後ろを向いて、ショウマがチョーカーをつけやすいようにする。

　自分はショウマの約束を信じている、という証拠のような態度を取るモモにショウマは、眉をひそめた。

「……不本意だろうけどその方が、国王から不快な思いを受けなくていいかもしれないから」

「国王様は猫人族が嫌い？」

「『猫』は好きなようだけどな。――つけたぞ」

「んにゃっ」

　途端、モモの視線の位置が変わる。

　グンと一気に背が高くなった印象だ。

　ドキドキと心臓の鼓動がやけに耳に響く。

　最初につけたときは、ショウマからのプレゼントに浮かれて気がつかなかっただけらしい。

　変化にともなう痛みもないから、わからなかっただけなのかもしれない。

「――ヒトの姿になったらピッタリ。さすがショウマね」

　モモは踵の丈にまでなったドレスを摘まみ、くるりと一回転する。

「ついでだし、髪にもアクセサリーをつけるか」

　ショウマはモモの髪を櫛で梳かし、チョーカーに合わせた薔薇とリボンのついたカチューシャをつけてくれる。

「ついでに化粧も……」

　どこから持ってきたのか着替えや化粧道具を駆使して甲斐甲斐しく世話をするショウマに、ルンルンとした様子で任せているモモの二人を見ている部下達は、ポカンとしたままだ。

　ショウマの細やかな配慮にも感心しているが、それよりもモモの変身ぶりだ。

　大きいが美猫だとは思っていたが――ヒトになったらとんでもない美人だ。

　脈が透けているのでは、と思うほどの色白の肌。

　お日様のようにキラキラしながら揺れる髪。

　大きな緑の瞳に小ぶりでキュートな唇は、熟れた桜桃のようだ。

　そして、ふっくらと形よさげな双丘の胸とお尻。

「あの唇にくらいつきたい……」

　よく軽口を叩いていた部下が、また余計なことを呟いた。

　途端、ギロリとショウマの射貫く視線が彼に注がれる。

「……ヒッ、す、すみません」

　他の二人の部下にどつかれ頭を下げる軽口部下にショウマは、

「お前は城までずっと御者な」

　とキャビンの中に入ることを禁じた。






　着替えを済ませ、再び馬車に乗り込む。

　初めての国外にモモはテンションが上がりっぱなしのようで、

「ショウマ、あれ何？」

「ショウマ、川！　川！　すごく大きいわ！　お魚たくさんいる？」

「ショウマ、いい匂いがする！　なんの匂い？」

　ひっきりなしに問いかけ、キャイキャイと弾んでいる。

　誘拐されたというのにこの緊張感のなさ――部下達は呆れてはいたがメソメソ泣き続けたり喚いたりされるよりはいいか、と静観していた。

　ショウマもモモのテンションの高さに驚いてはいたが、心の底から楽しんでいる様子なのでホッとしていた。

　それに自分がモモに誓った約束を信じているという証拠でもあり、嬉しかった。

（絶対にモモを守る。親父や兄貴達がモモを見て邪な思いを抱くかもしれないが……）

　それほどヒトの姿になっているモモは美しい。

　猫のときはただただ可愛かった。庇護欲をそそられる可愛さだった。

　今は男達をクラクラさせるような魅力に溢れている。

　女好きの父王が黙っていないかもしれない。

（いや……本当は猫人族だし）

　女好きだが、食指が動かないのか動物族に手を出さない。

　しかしヒト科に変える魔法具をつけたモモは、まるっきりヒトだ。

　猫耳とか尻尾が残っているとか、中途半端な変身ではない。

　ショウマは後悔した――中途半端に変身できるようにするべきだったと。

　軽口部下のように『猫耳』『尻尾』など一部分が残っているほうが好きな男が多いのかと思っていたからこそ、こうして完璧にヒトになれる魔法具を作成したのに。

（いっそのこと、ヒトになったとき醜い姿になるよう作ればよかった）

　魔法が発動すると、元の姿から自動的に計算し「他の種族になったらこうなる」とアバター（化身）が作成される。

　その姿に変化させる魔法具だ。

　実はハボン国には昔から似た魔法具が存在していて、ショウマがそれを改良させたのだ。

　上気させているモモの横顔を見て自分の作った魔法具について後悔していたとき、ちょうど中央の噴水公園を横切ろうとした。

　瞬間、モモの顔色が変わった。

「……っ！　ショウマ！　止めて！」

　突然モモが大きな声を上げ、馬車を止めるよう告げる。

　それは御者をしていた軽口部下の耳にも届き、反射的に馬車を止めた。

「何かありましたか？」

「どうした？　モモ」

　驚いて、ショウマだけでなく部下達もモモが見つめる視線の先を眺める。

　その先にいた獣に皆「ああ……」と声を漏らした。

　噴水の傍で日向ぼっこをしている獣が、三匹ほどいた。

　それは――

「……猫人族……？」

　モモが呟く。

　モモの視線に気づいたのか、日向ぼっこをしていた猫のうち一匹が、ニャーと鳴きながら馬車に近づいてきた。

　四つん這いで、服も着ないで、唯一の装飾品は首輪だけで。

　フリフリと長い尻尾を優雅に振りながら。

「どういうこと……？」

　元祖の猫の姿を保っている猫人族は、もういないはず。

　長い長い歴史の中で進化していって、現在はモモのように言語を喋り二足歩行になり、ヒトと同じような生活を送れるようになった。

　たまに先祖返りをして四本足で走ったり、猫語を喋ったりしているが普段はヒト科と同じだ。

　ニャーン、とその猫はかつての猫のようにちょこんと座り、モモに向かって鳴く。

　猫語で「ご飯頂戴」と言っている。

「猫語しか喋れないの？」

　問いかけてみても「ニヤー（ご飯くれないの？）」と返ってきて、モモの言葉がわかっていないようだ。

「本当に私の言葉が理解できないの？」

「ニャッ？（何言ってるの？）」

　と呟くと、その猫は馬車から離れて噴水の傍にいる仲間のもとへ戻っていってしまった。

　モモの顔色は白を通り越して真っ青だ。

　ニャオン国以外の国でも猫人族は多く住んでいる。

　だが、猫人族に対して福祉が充実しているニャオン国は、一番多く猫人族が住んでいる。

　ここ数年そのニャオン国に住む猫人の行方不明猫しゃが増えているのが問題視されていた。

　ヒト科の姿になったモモに気づかなかった父は、猫人行方不明に関わっているかもしれない重要人物と軟禁したのだ。

　知らず震えが出てくる。

「ショウマ、これはまさか……話していた『猫回帰計画』の一端なの？」

「そうだ、ニャオン国から出てきた猫人を捕らえ、ああして猫本来の習性に慣らしていくんだ。そうすると、だんだん猫らしくなっていく」

「でも！　今まで生きてきた記憶は？　猫人としての記憶がなくなってしまうってことでしょう？　あの人達の仲間や家族の記憶はどうなっているの？　それに猫語しか喋れなくなっているし、もう言葉が伝わっていなかったわ！」

「それが本来の猫の姿なんだ、モモ」

「……本人ねこの了承を得てやったの？」

「了承を得ていたら、間違いなく拒絶するだろう？」

「ひどい……了承の上なら個人の自由だろうけど、捕らえただけじゃなくて勝手に変えるなんて……」

「仕方ない。あれが国王のお考えだ」

　ショウマの言葉にモモの目から涙がこぼれ落ちた。

「ショウマも？　ショウマもお父様と同じ考えなの？」

「……それは」

「ショウマも私が猫語しか喋れなくなって、意思の疎通できなくなってもいいの？　昨日の夜みたいにただ猫可愛がりできればいい存在でいいって思っているの？」

　ポロポロとモモは涙をこぼし、そう言いながら噴水にいる完全に猫となった仲間を見つめている。

　ショウマはやりきれなくなって、その場から逃げるように馬車を出すよう命じた。
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　城入りしたモモだが、洋風造りの豪華絢爛な内装にも気が晴れることなく沈んだ表情で、ショウマのあとをついていく。

　クリスタルのシャンデリアも、ロココ調の柱も天使が舞っている絵が描かれている天井も、いつもははしゃぐのに、ちっとも心が華やがない。

　城の中にもマンチカン系の元猫人がいたが、モモをジッと見つめているだけだった。

「国王がお会いになるそうです」

　臣下らしき中年の男はぞんざいにショウマにそう伝えると、モモを凝視し続けた。

　その目つきがいやらしくて、モモはショウマの後ろに隠れた。

「おやおや、人見知りする猫様なのですか。皇女だとお聞きしたのですけれど、あまり外交慣れされていないようですね。箱入り娘でよほど大事にされていたようですね」

　臣下は顎を上げ、馬鹿にするように言った。一国の姫らしくないとでも言いたげな。

　それに言い返したのはショウマだった。

「お前のいやらしい思考が丸見えの視線が気持ち悪いだけだろう。姫君だけあって感受性が強いお人でね」

「――な……っ！　なんと無礼な！　これだから身分の低い者から生まれた子供は！」

　臣下の言葉にショウマは「はっ」と鼻で笑う。

「いわれない罵詈雑言に黙って泣く年齢じゃない。さっさとそこをどくんだ。じゃないとあんたに邪魔されたと国王に言うぜ？」

　ムッとしたまま臣下は、扉を守る兵士達に開けるよう命じる。

　白塗りの大きな観音扉が開く。

　目の前に広がるのは大広間で、その大きさにモモは目を瞠った。

　猫人族より大きいヒト科の城だから、縦にも横にも大きい。

　国王の台座に向かって敷かれた赤い絨毯も、ニャオン国皇宮にあるどの絨毯よりも長く思えた。

「行こう」

　ショウマに声をかけられ、モモは頷く。

　台座に近い位置には重鎮と思われる人間と、台座の横には青年が立っていた。

　その青年はどことなくショウマに似ている。

　そして、尊大に台座に座る中年の男もショウマに似ていた。

（でも、ショウマの方が格好いい）

　モモの素直な感想だ。

　それに彼らから発している雰囲気が嫌だ。

　先ほど嫌味を言ってきた臣下と同じ傲慢な匂いがする。

　それに――先ほどから並んでいる重鎮らしき者から自分に向けて「おお」だの「これはヒト科と変わらぬ」だの、評価のハッキリしない感想が飛んできている。

（なにか感想があっても、そこは口を閉ざすのが礼儀じゃない？　私が格下だと思っているの丸わかりよ）

　どうせこのくらい言っても、猫人族に対しての礼儀にはちょうどいいとか思っているのだろう。

　とにかくモモは皇女としての礼儀は尽くすべきだろうと、所定の位置につくとお辞儀をした。ロイヤルカーテシーと言われる跪礼だ。

「おおおっ」と、よりいっそう大きな声が上がる。

「猫人族が完璧な跪礼をしたぞ」

「猫でも皇族というわけですかな」

　という声まで聞こえて、モモは不愉快になるが今は皇女としての挨拶が先だ。

「初めてお目にかかります。ニャオン国第一皇女のモモでございます。突然の訪問に失礼をお許しくださいませ」

「うむ、大儀である」

　国王が満足そうにモモに言葉をかけるが、モモは、

（そうじゃないにゃ！　それは目下の者にかける言葉にゃ！　というか、私は臣下じゃないにゃ！）

　と心の中で突っ込んでしまう。

　モモはますます不愉快になる。

　でも、これが逆でハボン国の王子か王女がニャオン国に来たら自分の父も、きっとこういう無礼な態度を取るだろうとモモは思う。

「ヒト科族は猫人族の奴隷だ。我々がちょっと可愛い仕草をすればなんでもいうことを聞く。そんなヒト科共に、我々が従うなんておかしいのだ」

　なんて日ごろから言う、父のハボン国に対する考えでわかる。

　互いに相手を蔑んで格下扱いしようとしているのだ。

（……互いの意識改革が大事だわ）

　モモは、ハボン国入りしたモモは猫人族の扱いを見て、ニャオン国でのヒト科の扱いを振り返った。

　ハボン国より待遇いいじゃない、と思っていたが猫人族から見たらやはり『奴隷』扱いなのだ。

　衣食住は保証するが賃金を与えず働かせ、ご褒美は『肉球触り』とか『頭ナデナデ』とか『モフモフ体験』とかばかりで対価として正当なのか？　と言われるとそうだ、とはとても言えない。

　猫好きばかりがやってきているから大丈夫、と甘んじて改革をしてこなかったが、他国から見たら不当労働だろう。

　誘拐されてきたが、これは互いの関係を変えるいい機会だったのかもしれない。

　モモは前向きに考えた。

　猫人族の中では大きな体格だが、もともと穏やかな性格の多いメインクーン種だ。

　平和的に交渉して解決できればそれにこしたことはない、とモモは頑張ってみることにした。

「ヒトのショウマから『ある計画』のことを伺いました。このハボン国に入りここまで来る間に猫人族にも会いました。私なりの考えを述べたいと存じます」

　重鎮達がざわついている。

　そして、国王であるショウマの父と異母兄弟である王子達もショウマを睨みつけていた。

　きっと「余計なことを話したな！」という非難の眼差しだろう。

　ショウマから聞いたことを言わなければよかった、と後悔が脳裏をよぎったが当の本人のショウマには、ダメージはないようでしらっとしている。

「ヒトは遠い何百万年も前に猿人族から進化をし、今のヒトになったと聞き及んでおります。そして猫人族の進化も自然の流れであり、ヒト科の進化と同じ類いではないかと思います。それを認めず、暴力や技術、あるいは魔術を使って無理矢理退化させようとするのは、森羅万象の法に反するものではないでしょうか？」

「皇女よ。お前は猫人族の中では礼儀正しくまた、賢いということはわかった。しかし『猫は猫らしく。ヒトはヒトらしくあれ』が私の正義である。それは変わることはない」

　即答だった。

　どうしても猫の進化に不満があるらしい。

「猫人族の他に、犬族や兎族など他の動物族に関してはどうお思いなのでしょう？」

「動物は動物。いずれは元の状態に戻ってもらうつもりだ。猫人族はその礎である。所謂動物とヒトは相容れぬ。世界に君臨するのはヒト科のみでいいのだ」

　――なんという傲慢な考えなのだろう。

　あまりに自信たっぷりに宣言するものだから、モモは反論するのも忘れポカンとしてしまった。

　そんなモモに向かって国王は、

「その栄えある『回帰計画』の対象に猫人族が真っ先に選ばれたのだ。名誉に思うとよい」

　と偉そうに高圧的に言う。

　その意見に賛同するように王子以下、重鎮やその他の臣下達も盛大な拍手を送る。

　そうして拍手を制すると、国王はショウマに視線を送る。

　ショウマは頷くとモモを後ろから肩を掴み、逃げないように捕らえた。

「ショ、ショウマ!?」

「ショウマよ、ご苦労であった。皇女にはくれぐれも怪我をさせないよう、丁寧にもてなすがよい」

　そう言って台座から立ち上がりこの場を去ろうとする国王を、モモは引き止める。

「お待ちください！　まだ話は終わってません！」

「――黙れ！」

　とモモを怒鳴る者――王子だ。

「たかが猫ごときが我が父であり万物の王である者になんという無礼な！　これ以上猫と会話するのが苦痛だとわからぬのか！　猫の中でも頂点に近い者だからと、わざわざこの場を作ったのだ！　拝顔できただけでも幸運と思え！」

　王子の言葉に、カチンとこないモモではない。

「無理矢理連れてこられて拝顔できたのが幸運だと思え？　どこまで自分勝手にゃ！　こんな独善的な考えがまかり通ると思うにゃ！　他のヒトの国から非難が来ないわけはないから！」

　他の国にもヒト科はいるし、ハボン国のようにヒトが支配している国も多く存在している。

　ハボン国の所業が他の国に広まれば、必ずや非難され、国際問題になり、攻撃の対象になるのは目に見えている。

　しかし、国王も王子もどこまでも傲慢であり、他のものの意見や行動を容認しようと思っていなかった。

「ふん、猫の意見を聞こうなどというヒトも他の国もないわ。せいぜい猫なで声でも出して人間の機嫌でも取っていればよいのだ」

　そう揶揄すると、国王も王子も退出してしまった。
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　モモが連れていかれた部屋は、城の離れの宮の一つだった。

　寂れた部屋なのだろう、と覚悟していたモモだったが、入ってその部屋の可愛らしさに思わず「うわぁ」と感嘆の声をあげた。

　白い壁には、蔦など植物に由来したモチーフで飾られた金のパネルが嵌められている。

　そして家具は桃色を基調としたもの。優雅でまた華奢でいかにも高価なものばかり。

　重厚さを重視したモモの住み処である皇居とは趣が違う。

　しかしながら――

（こういうの……好き！）

　ロマンチックで乙女趣味満載の部屋に、モモの興奮度は最高潮だ。

　連れてきたショウマに目を輝かせながら尋ねる。

「ショウマ、ここを使わせてもらっていいの？」

「……この部屋を使わせろ、と指示があったんだ」

　そう答えるショウマの顔は不信感を募らせている。

　もしかしたら自分がこんなにはしゃいでいることに、呆れているのか？　とモモ。

「こんないいお部屋を使わせてもらえるなんて驚いたから……。もっと深刻な顔したほうがいい？」

「別に。……でも、警戒しておいたほうがいい」

「誰に？」

　即答したモモの言葉に、ショウマは今度こそ呆れたようだ。

　こめかみを揉みながらショウマは答えた。

「国王と王子にだよ」

「でもショウマのお父様と異母兄弟でしょ？」

「だからこそ油断できないんだ」

　モモはショウマの反応に首を傾げる。

「ショウマは、お父様に認知してもらいたいほど好きなんじゃないの？」

「認知してもらいたいだけだ。父親として好きでもないし国王として尊敬しているわけでもない」

　好きじゃないなら関わらなければいいのに。

　猫人はそうする。

　嫌いな相手には極力近づかない。来たら威嚇してしまうし。

　だから、父はニャオン国にヒト科を入れるのを拒んだ。

　理由だって単純だ。

　その昔、祖父がヒトに尻尾を踏まれたからだ。

　その痛みは「度し難い」もので祖父は死ぬまでヒトを恨んでいた。






　ショウマはキョロキョロと辺りを見回すと、中庭に続く大きな窓に向かう。

　アーチ型の窓で金の飾り格子で気品がある。

　しばらくそこでゴソゴソ弄っていた。何か細工をほどこしたらしい。

「何かあったらここから逃げろ。填め込んであるガラスを外れやすくしたから」

「ショウマは一緒にこの部屋にいないの？」

　モモの言葉にショウマは、ほんのりと顔を朱に染めた。

「い、いるわけないだろう！　俺は男でモモは女！　自覚を持て！　それに一応軟禁するんだし」

「……そうだったわね」

　そうだ、あまりにいい部屋に案内されたから旅行に来た気分になっていた。

　猫人のことを馬鹿にされた上に『猫回帰計画』だって、話し合いで止めることもできなかったのに。

　あまりの役立たずな自分に今になって落ち込んできた。

「ニャオン国を代表する皇女として失格だわ」

「何も知らされない、何も準備もないままであそこまで発言できたのだから大したものだと思う」

「私、これからどうなるの？　……『猫回帰計画』の犠牲にされるの？」

　街中で見た猫達を思い出す。

　猫人同士なら猫語で意思が伝わるが、あの猫達は猫の性質のままに生きていて、もう『猫人』ではなかった。

　二足歩行せず、共通語も喋れず、意思疎通もできず野良として生きて、気まぐれにヒトに飼われていく猫生じんせい。

　好きなときに食べ、好きなときに寝て、夜も出歩き、本能のままに狩りをして、気まぐれにヒトにすり寄って飽きたら去って。

（――あ、ちょっといいかも）

　一瞬ぐらついたモモだが、欲求を振り払う。

　猫人となっても、やはり猫は猫。

　もともと猫は気まぐれで自由気まま。しかも考えすぎたりしない。その本能に引っ張られて多々失敗したり忘れたりする。

　けれど、今回のことは深刻な問題だ。モモにとっても。

（だって猫になってしまったらショウマのことただの『優しいヒト』としか思えなくなっちゃう！　ショウマのことが好きという気持ちが変わっちゃう！）

　猫の『好き』と自分のショウマが『好き』という気持ちはまるっきり違うものだと、モモにだって理解できた。

「……私、今のままがいい」

　ぽつり、と呟くとショウマが「えっ？」と動揺する。

　顔までハッキリと真っ赤になって汗まで掻いていた。

「モモ、『今のままがいい』ってその、今の『ヒト』の姿がいいってことか？」

　言われて思い出した。

　今はヒトの姿なのだ。

「違う。猫人のモモがいいってこと」

「そういうことか」

　ホッとしたようなガッカリしたようなショウマに、モモは思い切って尋ねる。

「ショウマは猫人族の私はいや？　猫の私がいいの？」

「俺は……モモだったら猫人でも猫でも…………ヒトでもいい」

「そんな曖昧な答えじゃわからない！」

「わかれよ！」

「わからないにゃ！　ハッキリ言ってくれなきゃ！　私はショウマが好きだから、ショウマのためにハボン国まで来たのにゃ！」

　ショウマが明らかに動揺している。

　そうだ、動物族の愛情は率直でわかりやすい。加えて猫人族は気まぐれだ。

　イチャイチャしたその数秒後にはツン、と素っ気なく「離れろ」と爪を立てる猫ものもいる。

　猫人族の気分次第の愛情に他動物族やヒト科は振り回されるのだ。

　それがいい、それがたまらん――というものもいるが。

　そんな猫人のモモが、真っ直ぐな愛情を自分に向けてきているのだ。

　緑の瞳を潤ませて、恐れることなく見つめ告白してくる。

　猫人でも、真剣な愛の告白は気まぐれなど起こさないのだとモモは態度で示す。

「モモ……ごめん」

　しばしの沈黙のあと、返ってきたショウマの言葉にモモは衝撃に体が震えた。

　同時、怒りで頭が真っ白になる。

「ショウマの馬鹿ーーーーーーー！　もうショウマなんて大っ嫌いにゃ!!」

　モモは履いていたヒールを脱いで手に持つと、ショウマに向かって乱打する。

　泣き喚きながらヒールの踵で殴りかかってくるモモから離れ、ショウマは部屋から出ていった。

「ごめん、今は無理」

　と言いながら。

　モモは閉まった扉にヒールを投げつけ、荒い息のまま睨みつけていた。

　呼吸が整うと途端、涙がポロポロと落ちてくる。

「なによ……ショウマの馬鹿。覚悟を決めて告白したのに……。ショウマのために誘拐されたのに……」

　懸命に拭おうとしても、後から後から涙が零れ止まらない。

「ぅ、ぅう……っ、馬鹿！　ショウマの……私の馬鹿……！　一番馬鹿なのは私にゃ……」

　モモにとって初恋で――そして、初めての失恋だった。

「にゃーーーーー！　うにゃーーーー！　馬鹿！　私の馬鹿！　どうして告白しちゃったのぉ！　どうしてショウマは私をフるのぉーーー!!」

　モモはベッドにダイブし、涙をこぼしてにゃあにゃあと大きな声で泣いた。

















第五章　負けないにゃ！　モモVS王子












「よくやった、ショウマ」

　城の一画。そこは国王のプライベートの部屋である。

　赤を基調とした豪華絢爛な造りで椅子の肘掛けやテーブルや椅子の脚に寝台を覆う天蓋の柱、そしてトイレまですべてが金細工で仕上げられていた。

　いくら金が好きとはいえこれでは成金趣味に思えて、ショウマは父である国王の私室が苦手であった。

　なにせ朝晩かまわずキラキラしていて、落ち着かない。

　これが当たり前だと平然としている兄の感性をも疑ってしまう。

　もうここからして合わないのだ。

　無理に父王に子として認められることもないのでは？　と何度も思った。

　しかしこのハボン国はとにかく役職・階級・身分などの序列が重視されている。

　特に最高階級の王族に名を連ねることができたら、ハボン国で仕事がしやすくなる。

　安く買いたたかれて、材料費の方が高くついたということがなくなる。

　それに貴族や豪商達の御用達になれるかもしれない。

　そうしたら魔法具作成のために、誰も騙さなくてもいいのだ。

　――ふと、子供時代の頃を思い出す。

　魔法具作りの天才と言われた母は自分の仕事に夢中で、ショウマのことはほぼ、ほったらかしだった。

　母は安く雇えるベビーシッターを頼み、子育ては他人任せだった。

　気分が乗ったときだけショウマを可愛がる、そして機嫌が悪いと叱咤や手が出た。

　それはシッターもそうで、安さが売りだったためにたくさんの赤ん坊や子供を預かる。

　そのために、どうしてもショウマ一人にかかる時間は少なく、食事の面倒こそ見てくれたものの、あとはほとんど放置であった。

　ひどいときには、食事さえ忘れられることもあった。

　家庭らしい家庭で育たなかったショウマは、他人の動作や視線、表情でどう動いていいかとわかる子供に成長した。

　小さいながら洗濯や食事の仕度をこなし、天才だけど魔法具の価値がわからず、安く買いたたかれても平然としていた母だったためにいつもお金がなかったので、魔法具の材料費含む生活費のすべてはショウマが働いて稼いだ。

　なにせ人の心の微細な動きも察することができるショウマだ。

　接客業から始まってもっと稼げる職をと、最終的には人を騙して金をせしめる『詐欺』まがいなことにも手を出した。

　成長して母の助手をやるようになっても、金に糸目をつけない母のために金策に苦労した。

　そして――突然の母の事故死。

　新薬の取り扱いに失敗し、爆発事故を起こした。

　母の死によって、ようやく自分の父親をショウマは知ったのだ。

　父王はショウマに『王族として認める』条件としてある試練を持ちかける。






　それは――ニャオン国に出向き『猫回帰計画』を有利に進めるための『材料』を見つけ連れてこい――






　だったのだ。

　ショウマは受け入れ、ニャオン国に密入国してわざと捕まったのが二年前。

　幸か不幸か、たまたま出向いていたニャオン国皇女モモと出会った。収容先でキビキビと働いている姿が気に入られて彼女の侍従となったのだ。

　わざと捕まる前にショウマは、ハボン国で王室の礼儀作法を学んだ。

　捕まった他のヒトよりずっと礼儀正しいショウマは、端正な顔立ちと相まって気品があるように見え、目立っていたのだ。

　そしてショウマは『猫回帰計画』のための『材料』としてモモを連れてきて、父王との約束を果たしたのだ。

「約束を果たしました。貴方も約束を守ってください」

「まあ、待て。とりあえず祝おうではないか」

　と父王は傍に控えていた執事に目配せする。執事はグラスと酒を持ってきてショウマの前で注いだ。

　父王の自室にいるのはショウマ、父王、王子にこの執事のみだ。

「ショウマ、お前もそのマントを脱げ。室内だぞ」

　王子がショウマに注意をするが、彼は首を横に振った。

「これは上着と対になっているんです。つまりそういう服なんですよ」

　マントと上衣が一緒になっている衣装でマントだけは脱げないと言うと王子は「紛らわしい服を着て」と舌打ちをした。

「市井では流行っているんです」

　そう返す。

「庶民の流行の服などに興味を持っていたのか？　ふん、センス悪いな」

「まあ、よいではないか。座れ」

　と父王に促され、ショウマも王子もクッションの効いた椅子に座る。

　父王がグラスを手に持ち「乾杯」と王子とショウマに告げた。

　王子もショウマもグラスを持つ手を軽く上げ、琥珀色の液体を飲み干した。

「これで我々の計画がようやく進みますね、父上。それにしても、ショウマ。もっと早く実行できなかったのか？　二年は時間がかかりすぎだ。私ならもっと早く連れてこれたぞ」

　王子がニヤニヤとしながらショウマに言う。

　相変わらず嫌味な奴だ、一つしか違わないくせにと思ったが、言い争う気もないのでショウマはスルーした。

　王子の嫌味より、モモの告白と涙が頭から離れないという理由もある。

（あとで謝ろう。そしてモモをこの城から出そう）

　そう、自分が王族の一員だと書類が整えばもう用はない。

「連れてこい」とは言われただけだ。

　そのあと、自分が逃がそうとなんだろうと関係ない。

　なにせ母が亡くなるまで国王が自分の父親だということすら知らなかったし、向こうだってそれまで放置してきたのだ。

　血は繋がっているだろうが、親子の情なんて二人の間にないのは如実だ。

　父王が酒で口が軽くなったらしい。

「しかし……まさか『ヒト化』した皇女があれほどの美しさだとはな……」

　酒の上の会話と言わんばかりだ。

　しかもいやらしい言い方だ。

　それは王子も同じだった。

「そうですなぁ……。そうだ父上、美しい猫人はヒトにして奴隷にしたらどうでしょう？　その中で特に美しい猫人は我らの愛人に……」

「そうだな、それも良い。ニャオン国を征服してそれからまずあの皇女を――」

　グフフ、と含み笑いをする父王と王子の顔が醜悪だ。

　ダン！　とグラスを乱暴に置いて発言を止めた者がいた。

　ショウマだ。

「――約束が違う！　戦をするなんて反対だ！『猫回帰計画』さえも他の国に知られれば非難どころか国際問題化は必至というのにその上、武力まで持ち出すなんて！」

「何をそう興奮しておる？　たかが猫を相手に」

「相変わらず無礼な奴だな。動物族に我らヒト科と同じように権利があると思うのが間違いなのだ」

「あんたらこそ、世情をまったく見ていない！　いつまでも旧体制にしがみついて古代のヒト科至上主義に囚われていて動物族どころかヒト科の間でさえも差別をして！　恥ずかしくないのか！」

　ハボン国は長く王制を貫いてきてそれが『伝統』だと誇りにしているが、ただそれだけだ。

　ハボン国の国民達は民草を顧みないでただ自分達の都合のいい政治を行い、負担だけを民に強いてくる貴族や王族に見切りをつけていた。

『新しい城を建てたいから増税』

『庶民に高度教育などいらん。高等科を設立させる資金を利用して会員制のサロンを作ろう』

『賃金など安くていいのだ。余分な金は反乱を起こす引き金になる』

　等々、動物族だけに限らずヒト科の中でも優劣をつけ差別をし、優越感を持つ貴族達や王族に国民達は不満を抱き、内紛が各地で起き始めている。

　心ある領主や貴族は懸命に民の窮状を訴えたが、しかしそれさえも父王と王子は退けた。

『反乱分子を押さえ込めない領主や貴族など落ちこぼれだ。手を貸してやることもない』と援軍も派遣していなかった。

（魔法具がそれに利用されていい稼ぎになっているが……だからといっていつまでもこんな状況がいいなんて言えるか！）

　モモをいやらしい目で見ていることに我慢できず、ショウマは声を荒げた。

　そんなショウマに王子は、汚いものでも見るような眼差しを向ける。

「所詮お前は、神から命を授けられ古くから続く我々一族に入ることはできん。我らにたてつく奴は、高邁な理想など到底理解できないのだ」

「何が『高邁な理想』だ！　ただ己の欲望を抑えられないだけじゃないか。あんた達がよく馬鹿にしている『動物族は本能だけで動く』と、どう違うんだ？」

「なんだと!?　動物族と一緒にするな！　無礼だぞ！　――父上、やっぱりこいつは駄目です。神から授けられたこの命を蔑むとは……。こいつを王族にいれるのは反対です！」

　王子の言葉に父王は深くため息を吐く。

「そうだなぁ……お前の言うとおりだろう。憐れと思って仏心を出したが……王族を名乗るには心構えが足りなさすぎる。危険思想にかぶれているらしい」

「どっちが危険だか！」

　父王は言い返すショウマを気にも留めず、執事に「追い出せ」と命じた。

「かしこまりました」と執事は頭を下げると、扉を開ける。

　すると――そこにはすでに兵士達が待機していた。

「ショウマ、お前はハボン国の王族に相応しくない。とても王族と認めるわけにはいかん。――それに思想も危険だ。この国にいたら反乱分子として我々にたてつくだろう。せめて親にたてつく不孝を作らぬよう国外追放の処分を与えよう」

「最初からそのつもりだったんだろう……？　でなきゃ、こう扉の向こうで兵を待機させておくはずないよな？」

　ショウマの言い分に父王はニヤリと笑う。

『そんな簡単に信じるもんじゃない』

　とモモに言った言葉を、自分自身が噛み締めることになるなんて――

　どこか親の情を信じていたのだと、己の甘さに唇を噛む。

　親子の情は普遍的なもので思想や環境を超えるものだと思っていた。

　しかし血が繋がっていても生まれ育った環境が違えば、教育も違うし思想も変わってくる。

（違うんだな、少なくともこいつらは）

　覚悟は決めた――ショウマは、なだれ込んできた兵士達から逃げるように露台へ出る。

「馬鹿め、露台に逃げたところで結局お前は袋の鼠だ」

　王子が心底馬鹿にした表情でショウマに言う。

　だが、そんな王子や父王にショウマは目を細め笑ってみせる。

「馬鹿かどうかその目でよく見てろ。魔法具師をなめるなよ」

　突如、マントの布がピンと張った。

　骨組みが仕込まれているマントで、魔素を流すと翼のように広がる仕掛けだったのだ。

「ニャオン国に行ってから、念のためにいつも脱出用の魔法具を携帯していてね。結局使ったのはハボン国だった、皮肉だな」

「と、捕らえよ!!　早く！」

　王子が吠えた刹那、ショウマは露台から飛び降りる。

　翼と化したマントはグライダーのようにショウマを宙に飛ばし、あっという間に姿が見えなくなってしまった。






「父上！　ショウマが逃げました！」

　王子が悔しそうに父王に言う。

「見ていたからわかっておる。まあよい。どのみち彼奴はこの国では生きてゆけんようにしてやるし、身に染みたら勝手に国から出ていくであろう――それより、ニャオン国の皇女は幽閉して逃げておらんだろうな？」

「そうでしたね」

　王子もモモを思い出した途端、それはいやらしい顔になった。

「ショウマがつけたチョーカーで、皇女がヒト科の姿になっているのは知っておる。彼奴が逃げた今、皇女を猫人族に戻す手立てはない。ということは一生ヒトのままということだ。ここで我々の元で保護してやらねばなるまい？」

「そうですね。ヒトに馴染むように丁寧に手取り足取り教えねば……」

「そうだ」

　父王が王子である自分の息子の意見に、うんうんと頷く。

「まずは国王である儂が、皇女に根気よく今の状況を伝えよう」

「いえ、私が。父上は母上のご機嫌伺をお願いします。愛人だった女の息子と猫人族の娘を城に招いたと聞いて落ち着かないご様子でしたので」

「……ぅ」

　さすがの国王も、王妃の名を出されたら黙っているしかなかった。

















第六章　置いてけない！












　ロマンチックで乙女趣味満載の部屋にいても、モモの気分は晴れなかった。

　鍵が掛けられて部屋から出られないが、飲み物も食べ物も用意されているし、用があれば鳴らすようにとベルまで置いてある。

　国王と王子のあの言い草から低待遇を覚悟していたのに、このいたれりつくせり。だが、珍しくモモの気分は下がったままだった。

　レース満載のベッドの上でゴロゴロしていても、まったく効果がなかった。

　太古、猫は物理的な争いや緊張を好まないとされていた。

　それは現在の猫人族にも当てはまる。

　モモ的に精一杯頑張ってショウマに告白したが、失恋してストレスが溜まった。

　大昔ではストレスが溜まるとすぐ胃腸が弱ったり、粗相をしたりとかあったらしい。

　確かに胃腸の弱い猫人は多いが、さすがに粗相まではしなくなっていた。

　猫人と呼ばれ、羞恥、という感情が芽生えたせいか、それとも猫語以外の言葉を喋れるようになり、他の種に訴えられるようになったのが一番大きいのかもしれない。

　お喋りでストレスを解消したり、また解消方法を他の種から聞いて実行したりと臨機応変な対応が可能になったのだ。

「だって、年頃の娘がストレスで粗相なんて恥ずかしいもの」

　とモモは柔らかな毛布の肌触りを、頬でスリスリ堪能しながら呟く。

　でも、やっぱり気分は浮上してこない。

「……ショウマ」

　想い人の名前を呼んでみる。

　キュン、という甘酸っぱい感情と同時に、言いようのない哀しみが襲ってくる。

　勢いに任せて告白してしまって、それで断られて感情のままにショウマに当たってしまった。

「誘拐されたときに何度も逃げ出す機会があったけど逃げなかったのは、ショウマを信じていたからだし……それに少しでも一緒にいたかったからよ」

　これを恋心と言わずに何という？

「猫人がヒトを好きになっちゃいけないなんて、誰も決めてないもの」

『太古の猫達はヒトをヒトと思わず、同族だと思っていた』

　という研究からして、モモがヒト科のショウマに惚れたっておかしくはない。

「そうよ、おかしいことなんてない。……でも、告白後の私の態度はよくなかったにゃ……」

　自分の想いを受け取ってくれなかったからと、相手を罵倒するなんていけない。

　ショウマにはショウマの想いがある。

　受け入れてくれなかったからと憎むのは筋違いだ。

　モモは起き上がり、涙を拭う。

「ショウマ、来てくれるかしら？　……謝らなくちゃ……」

　そうして、すべてが終わったら今度は友人として仲良くしてほしいと言おう。

　友人として彼の人生を応援するのだ。

（……想像すると苦しいけど、ショウマは私を恋愛の対象にしていないもの）

　ホロ、とまた涙が零れてきそうになってモモは慌てて「にゃ」と天井を仰ぐ。

　そうして、

「たくさん泣いたら喉渇いちゃった！」

　と空元気を見せ、置いてある水差しからグラスに注ぎ水分をとる。

　本当に喉が渇いていたらしく、一気飲みしておかわりまでする。

　水を飲んで胃が刺激されたのか小腹が空いて、ガラスのフードカバーに守られているお菓子に目がいく。

　フードカバーを外し、クッキーを一つ手に取り、パクリ。

「あっ、煮干しの粉末入りクッキーだわ。ハボン国にも置いてあるのね」

　腹が減っては戦ができぬとモモは一つ二つと黙々とクッキーを食べていたら、突然扉が開いた。

「――ショウ……マ、ではなかったわね」

　相手を見てガッカリする。

　あの嫌味な王子ではないか。

「モモ姫、ご機嫌はいかがですか？」

　王子は張りつけた笑みを顔に乗せてモモに近づいてきた。

　そのとき、後ろからついてきた侍従が鍵を掛けて出ていったことを目ざとく見つける。

　今、部屋の中はモモと王子だけ――いやな予感がした。

　近づけちゃいけない、とモモは立ち上がり警戒感を研ぎ澄ます。

　猫の姿だったら瞳孔が開き大きくなっているだろう。もしかしたら毛も逆立っているかもしれない。

　しかし今のモモはヒト科の姿。肩を怒らせているだけだ。

　しかもヒトの中でも美人の部類に入る容姿に変わっているので、王子から見たらそれさえも魅力的に映るらしい。

「先ほどは大変無礼な場面をお見せしてしまいました。父である国王に代わってお詫び申し上げます」

　と胸に手をあてながら迫ってくる。

「忸怩たる思いにかられております。……どうかモモ姫のその薔薇の蕾のような口から『許す』とお言葉を頂戴したく存じます」

（なんだか気持ち悪いにゃっ！）

　キザな台詞を言ってくるものは猫人にだっているが、ここまで背筋が寒くなり鳥肌が立つのは初めてだ。

（生理的に好かない！　駄目なタイプ！）

　顔もまあまあだし、清潔感もあるし、態度だってスマートだ。

　けれど――ショウマを馬鹿にしていたし、自分を見下ろしていたときの眼差しはねっとりしていて、とても好感を持っていると思えなかった。

　そして今はそのねっとり感がさらに増幅されて、体中を舐め回されている気分に陥っている。

「い、いやだけど許す……っ！」

「さすがモモ姫！　国家間のことを考え、己を抑えてくださって……淑女の鑑です」

　ジリジリと近づいてきた王子は、目の前でいきなり片膝をつく。

「美しいモモ姫。どうかその麗しい手に口づける名誉をお与えください」

（うえーーーーーーーーーっ！　い、いやに決まってるにゃ！）

　ああ、でも自分の行動如何でニャオン国とハボン国の関係が変わるかもしれない。

　いい方向に進めば『猫回帰計画』も白紙に戻り、ハボン国と良好な関係ができるかもしれない。

　しかもショウマだって、これから王族の一員として暮らせるかもしれない。

（我慢……我慢よ！　モモ！）

　自分を奮い立たせ、公務用の笑顔を見せる。

「………………ええ、よろしくてよ」

　なるべく自然に手を差し出してみせるが、やはり震えが止まらない。

「ああ可愛い人だ。かような挨拶に慣れておいでではないのでしょうか？」

　と王子は、モモの手をそれはそれは優しく取る。

（違うにゃ!!　気持ち悪くて震えているんにゃ！）

　振り払って爪でバリバリしたい衝動に耐え、額に青筋を立てながらもモモは、にこやかな笑みを浮かべる。

　ちゅっ、という音が聞こえ同時、手の甲に一瞬だけど生温かい感触があった。

　猫人のときよりハッキリとした感覚だし、何より生理的に嫌なタイプのヒトにされて、モモの体中にプツプツと鳥肌が立った。

　脳内ではプチパニックである。

（んぎゃあああああああああっ！　耐えた！　耐えた私、偉い！）

　自画自賛してどうにか落ち着かせようとしているモモに、油断が生まれた。

「――っ!?」

　刹那、王子に手首を掴まれ抱き寄せられたのだ。

　しかも頭の後ろに手を回され固定され、唇を奪おうとまでしている。

　我慢していたモモの精神が、ここでプツリと切れる音がした。

「何するにゃーーーーーーーーーっ!?　無礼者!!」

　ヒトの姿なのに、爪を立てて王子の顔を引っ掻いた。

　猫人の姿ほどシャキーンと爪もでない。また尖ってもない。

　けれどしっかり王子の顔に、ミミズ腫れのような傷を数本作ることに成功した。

「ぎゃっ！」

　王子は顔を両手で覆いモモから離れる。

「い、痛い！　なんてことをするんだ！　下手に出ていればいい気になって！　たかが猫のくせに！」

「猫人だからとか下手に出ていようがとか何だろうが関係ないにゃ！」

　モモの気迫に一瞬おののいた王子だったが、すぐに怒りを顔に乗せる。

「ふざけるな！　猫の分際でヒト科に怪我をさせてただで済むと思っているのか!?　絶対に許さん！　その体をズタズタにしてやる！」

　王子が早足でモモに近づき腕を掴む。だがモモは思いっきり腕に噛みつこうとしたので王子はまた慌てて距離を置いた。

「このケダモノが！」

「ケダモノはどっちよ！　このスケベ！」

　シャーッと、モモは四つん這いになって臨戦態勢に入る。

　それを見た王子は「はっ」とおかしそうに笑った。

「完璧にヒトの姿になれても、やはり猫だな。まったく見苦しくて目も当てられぬ。しかもヒトの姿で元のように動けるとでも思っているのか？　まったく浅はかだ」

「やってみればわかるにゃ！」

　モモは助走をつけて王子に突撃する。

　しかし最初の一撃は避けられた。

　モモは壁に激突しそうになったが、そこでクルンと体が回転し、壁を足で蹴る。

　一旦着地した刹那、王子に飛びかかった。

「うわっ！」

「ここから出せ！」

　モモはまた王子の顔を狙う。

　モモの手を押さえ必死に抵抗する王子。

「兵士共！　入ってこい！　扉を壊していいから！　早くこの雌猫を捕らえよ!!」

　扉の向こうに兵士を待機させていたのだろう。

　ドカン、ドカという扉に体当たりする音が聞こえ、乱暴に開く。

「王子、ご無事ですか!?」

「この雌猫を捕らえよ！　私の顔を傷つけた！　腕の一本や二本折ってもかまわん！」

　兵士達は王子の命令に忠実に行動した。

　剣や槍を持った兵士達がモモを追いかける。

「部屋から出すな！　すばしっこいから逃がしたら大変なことになるぞ！」

「扉を閉めろ！　網！　誰か網を持ってこい！」

「大型の虫取り網はないか!?」

「そんなものよりマタタビもってこい！」

（絶対に負けない！）

　モモは素早く身を動かしながら、ジリジリとある場所へ近づく。

　――それは、ショウマが外れやすいようにしておいてくれた窓ガラスの箇所。

　ショウマが助けにきてくれて、兵士達や王子をバッサバッサと切り捨てるような物語を夢みている場合じゃない。

（ショウマが、自分が助けにこられない場合を見越して逃げ道を作ってくれたんだから！）

　外れる箇所の窓ガラスの前まできて、モモは足蹴りで簡単に外れるのだろうか？　と兵士達を睨みながら後ろ足でちょっとガラスを突く。

　だが、ちょっと蹴ったくらいでは外れないようだ。

（なら！　思いっきり……！）

　と兵士に背を向けたときだった。

「モモ！」

　窓ガラスを挟んだ向こうで自分の名を呼ぶのは――

「ショウマ！」

「すぐ出れるよう屈んでろ！」

　とショウマはすぐにガラスを外してくれる。

　外れた刹那、モモは四つん這いに屈んで外へ飛び出そうとしたら、

「逃がすか！　ショウマ、お前もだ！」

　王子がモモの片足を掴み、引き戻そうとする。

「エッチ！　触らないで！」

　モモは手に体重を乗せ、フワリと片足を浮かすと王子を足蹴りした。

　またもや顔面を痛めつけられて、王子はその場にひっくり返る。

　その隙にモモは外へ出て、差し出されたショウマの手を握る。

「助けにきてくれた……！」

「言ったろう？　必ず守るって」

「……うん、うん！」

　約束を守ってくれた。

　嬉しくて涙が溢れてくる。

　嬉しくても涙が出るって本当なんだ――モモは初めて体感した。

「行くぞ！　早く城から脱出しなくては。モタモタできない」

「はい！」

　ショウマの手に引かれ、モモも一緒に駆けだした。

　後ろでは王子の「痛い」と叫ぶ声と「逃がすな！」という兵士達の怒声が聞こえていた。
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「おそらく俺達は裏の通用門から逃げると思っているはずだ。だけど、あらかじめ作っておいた抜け道から逃げる」

「わかったわ」

　ショウマの言葉にモモは強く頷く。

　今、こうして手を握り自分を引っ張ってくれる存在のショウマは、なんて頼りがいのあることか。

（それに……）

　猫人のときと違うショウマの手の温もり。

　同じ肌を持つ者同士の温もりというのはこういうものなのか、とモモはこんな緊張状態でありながらも、胸のときめきがおさまらなかった。

　城の果樹園を抜けると飼育小屋が目に入った。

　城内で調理する家畜だろう。

「ショウマ様、こっちです」

　暗闇の向こうで声がする。

　近づくと、一緒に城に入ったショウマの部下達だ。

　ショウマに味方するヒトがいてくれて、モモは嬉しかった。

（皆、王様や王子みたいな考えかと思ってた）

　でも、この者達はいったい何者なんだろう？「ショウマ様」と呼ぶということは、友人関係でもなさそうだし、王様や王子の部下でもなさそうだ。

（……あとで教えてくれるかしら？）

　とにかく今はここから脱出するのが先だ。

「この裏は断崖絶壁なんです。だからここから逃げようなんて思っていないはず」

　と、部下の一人は言うと石のブロックを一つ、二つと外す。

　三つほど外すと、波が断崖に寄せてぶつかる音が微かに聞こえた。

「けっこう高い？」

「大丈夫だ。モモ、これを羽織れ」

　そう言うとショウマは、腰までのマントをモモに羽織らせる。

「ここを押すとマントが羽のように広がる。グライダーになるんだ。魔素が注入されているから誰でも使えるし、飛べる――ただ、着地時に気をつけてくれ。なるべく障害物のない場所を選ぶんだ。お前達も上手く誘導してやってくれ」

「ショウマ様がいれば大丈夫でしょう？　モモ様をお守りするのはショウマ様ですって」

　と例の軽口の部下が茶化すが、ショウマは首を横に振った。

「俺はここまでだ。お前達モモを無事にニャオン国まで送ってくれ」

　――いきなりの離脱宣言に、モモも部下達も顔を見合わせる。

「ショウマ、いきなり何を言ってるの？　皆で逃げなきゃ」

「そうです、モモ様の言うとおりですよ！　まさかここで追っ手を払うとか言わないでくださいよ」

「――俺の、壊れたんだ。脱出して着地の際に失敗してしまった。藪の中に突っ込んでしまって……」

　そう言うとショウマは、半笑いでマントを広げてみせる。

　それはすぐに修復できそうもないほどの破れ具合だった。

　それに――

「ショウマ！　この怪我は？　着地のときに？」

　服の横っ腹の部分まで裂けて、そこから血が滲んでいる。

「これもいけない理由……っ！」

　ショウマはその場で屈んでしまう。よく見ると顔から脂汗が噴き出している。

「もしかしたら傷が深いのでは？　ショウマ様、よく見せてください」

「いいからお前達は早く行け！」

　診ようとする部下の手を払い、ショウマは命じる。

「だったら尚更ショウマ様を置いておけません！　僕のマントを使ってください！」

　部下の一人がマントをショウマに譲ろうとするが、ショウマは頑なに首を振る。

「駄目だ。俺はこの傷でろくに飛べないだろう。下手すれば海に落ちるかもしれない。そうしたら余計にお前達に迷惑がかかる。――今はとにかくモモ救出を優先にしてくれ」

　ショウマと部下達のやりとりを、モモは呆然と聞いていた。

　――ショウマが怪我？

　――なのに私を助けるために、無理をしてここまで来たの？

　ここでショウマだけを残したら、いずれ兵士達に捕まる。

　そうしたらショウマはどうなるのか――たやすく想像できる。

（嫌、嫌……！　ショウマがこれ以上ひどい目に遭うのだけは……嫌よ！）

「……駄目っ、ショウマこそマントを使って逃げて」

　モモはショウマから譲り受けたマントを脱いで、ショウマの肩にかける。

「モモ！　お前こそ逃げるべきなんだ！　ニャオン国へ帰ってくれ！」

「嫌……！」

　モモは拒絶の首を思いっきり振る。

「聞き分けてくれ、モモ。モモを巻き込んでしまった俺の罪滅ぼしでもあるんだ……」

　そう言うとショウマは、モモのチョーカーに手を回した。

　猫人の姿に戻す気だ――モモはショウマの手を払いのける。

「絶対に嫌！　ショウマを置いていけない！　置いていけるわけない！　好きなヒトを置いて自分だけ逃げるなんてできっこない！　好きなヒトが捕まって自分だけのうのうと生きるなんてできない！　しかも怪我までしてるのに！　好きなヒトが私を逃がすと言うなら、私だってここに残ってショウマを逃がすもん！」

「モモ……」

　モモは胸を張ると、

「あなた達、飛ぶときショウマの補助をしてあげて。できないなんて言わせないから」

　と皇女らしく命じる。

「は、はい……！」

「いいですね？　お前達もショウマも無事に脱出するように。これは命令です」

「モモ！　お前何を言っているんだ！」

　モモは改めてショウマと向き合う。

　よくよく見るとショウマの顔色はかなり悪い。

　きっと、横っ腹だけ怪我しているわけじゃない。

　それなのに怪我をおして自分を助けにきてくれた。約束を守ってくれたのだ。

（もう十分……恋人でもないのにここまでしてくれた）

　モモは背筋を伸ばし、凜とした表情をしてみせる。皇女としての顔を。

「ショウマ、心配いらないわ。私はニャオン国の皇女モモ。ここで捕まってもハボン国王も王子も、体を痛めつけるような真似なんてしないでしょう。…………きっと。でもショウマが私の脱走の手引きをしたと知れば、きっとひどい罰を与えるわ。なら私がここで捕まった方がいい」

「駄目だ！　絶対に駄目だ！　あいつらはモモを対等に見ていない！　それにモモを――！」

　ショウマが反論しているときだ。

「おい！　向こうで声がするぞ！」

　果樹園の向こうで兵士の声が聞こえた。

「ショウマ様、もう一刻の猶予もありません。ここはモモ様の仰せに従いましょう」

　と、部下の一人がショウマにマントを羽織らせる。

「駄目だ、これはモモのためのマントだ！」

　この場に及んでも抵抗するショウマにモモは、怒りを言葉に乗せる。

「ショウマ！　言うことを聞くにゃ！　モモの言うことを聞けないというの!?」

　ぴくっとショウマが大人しくなる。

　――というより、「今、この場でそのわがままな言い方？」という表情だ。

　ショウマを侍従にして二年。何度こう彼に傲慢な言い方をしただろう？

「私のわがままをいつも聞いてくれたでしょ？　でもこんなわがままは今回でおしまい、最後。最後だから私の言うことを聞いて。早くここから脱出するの、ショウマ」

　にこりと笑ってみせる。

　ショウマは、今にも泣きそうな顔でモモの肩に触れた。

「置いてけるわけ……ないだろう……馬鹿野郎」

「私だって同じ気持ち。しかも怪我をしたショウマを置いて逃げられない。大好きなショウマを置いていくなら自分が置いてかれるの」

「……できない、できない」

　ショウマが決意できないでいるうちに、兵士達の鉄靴を鳴らす音が近くなってくる。

「――お願い」

　モモは部下達に頼む。

　部下三人は頷くとショウマを抱える。

「は、離せ……！」

　そう言うものの、暴れ方が弱々しい。

　ショウマは怪我で、もう限界だったのだ。

（それなのに……馬鹿はショウマだにゃ。自分のことを置いておいて私を逃がそうなんて）

　――でも、好き。

　好きに理由なんてない。

　好きになったら、ただ一途に相手を想うのは動物族もヒト科にも違いなんてない。

「モモ……っ！　助けにくるから！　絶対に助けるから！」

（その気持ちだけで十分。すごく満足したの）

　部下達はショウマを引っ張り無理矢理、城壁の向こうへ連れ出す。

　マントがグライダーのように広がり、夜の空を飛んでいく。

　モモは人になっても夜目のきく目で見送っていた。

　兵士達に捕縛されるそのときまで。






　――短い間の片恋逃避行はとても有意義だったわ、ショウマ。

















第七章　恋が実るとき












　捕まったモモが軟禁された場所は、先ほどの王宮の離れではなく北側の塔の最上階であった。アーチ型の窓が二つ。鉄格子が嵌められている。

　円形の部屋は最低限の物こそ揃っていたが、最初に案内された部屋とは雲泥の差だ。

　しかも王子に、

『この雌猫！　この怪我が治ったら覚えておけよ！』

　と怒鳴られながら頬まで叩かれた。

（まあ、あいつの顔中心に引っ掻いたり蹴ったりしたから……ビンタくらいどうってことないわ）

　そう強がるものの、強く叩かれたので口の中を切ってしまい、しかも頬が腫れてきている。

　置いてある水差しで布を濡らし、冷やしている最中だ。

　ショウマ達を逃がして半日経ったが、無事に逃げおおせただろうか？

　モモは頬を冷やしながら、小さな窓から外を眺め続けた。






　それから一週間――

　その一週間のうちにモモに対するハボン国側の――もとい、王子の嫌がらせが陰険になってきた。

　まず食事が日に三回から二回、そして一回になった。

　シーツの換えや掃除も最初に来ただけだ。

　当然、風呂の用意もなく唯一飲み水だけは制限なくもらえたので、それで体や髪を拭っていた。

（今ニャオン国とハボン国の間で何か起きているのかしら？　それにショウマ達は今頃どうしているのかしら？）

　情報も入らない、暇を潰す娯楽も何もない毎日。

　モモは日がな一日、ずっと窓の近くに椅子を置いて外を眺めて過ごしていた。

　そしてとうとう、まる一日食事が運ばれてこなかった。

　お腹が空いたのを水だけでしのいでいたら、その日の夜に国王がやってきた。

　こういう扱いをされて礼儀もなにもないのでモモは、国王が入ってきてもツンとすまして窓から外を眺めていた。

　しかし、一緒にやってきた食事の美味しそうな匂いに、つい顔を向けてしまう。

「ホホッ、お腹が空いたであろう？　これでも我が息子を傷つけた罰としては軽いのだぞ？　普通だったら絞首刑だからな？」

　国王が喋る傍らで、メイド達がいそいそと食事の仕度を調えている。

　骨付き鶏肉のクリーム煮とパンのレバーペースト添え。

　甘酒にデザートは生クリームたっぷりのパンケーキ。

（お、美味しそう……っ！）

　キュルキュルとお腹が鳴ってしまい、恥ずかしさにモモはそこを押さえる。

「一日断食だったからのぉ、消化によさげなものを用意させた。食べるがいい」

「……いいの？」

　モモは疑いの目で国王を見つめ尋ねた。

　何か裏があるのか、それとも要求があるのかわからない。

　決して善意だけではないだろうと、モモの直感が警鐘を鳴らしていた。

「一国の皇女に何も与えないで弱らせたことを知られたら、他の国からも非難がくるからな。食べながら話そうではないか」

　なるほど。もっともだ。

　ということは、食べている最中に何かの要求をされるというわけか。

　モモはテーブルに揃った食事の前に座り、ジッとそれを見つめる。

　人間より鼻が利く。変な臭いはしない。

　無臭の毒などはわからないが国王の言うことが本当なら、異物混入はないはずだ。

「まだ疑うか」

　国王は手を叩くと、用意させていたメイドに毒味をさせる。

　一口ずつ一通り食べたがメイドには異常がない。

「これでどうだ？　安心したか？」

「……わかったわ。ありがたく頂戴します」

　スプーンでクリーム煮のスープをすくい、一口。

　猫舌なので、毒味でぬるくなったスープはモモの舌には最適だ。

「美味しい……っ」

　思わず呟く。

「そうであろう」と、ホッホと顎髭を撫でながら国王は笑った。

　一週間、あまり食事をもらえなかったので、モモは胃がビックリしないようにゆっくりと食べる。

　その様子を国王は黙って見ていて正直――気持ち悪い。

　なるべく気にしないように口に運んで、半分ほど食べ終わったときにようやく国王が口を開いた。

「さて、皇女モモよ。皇女はこの国にいる猫人達を見たかね？」

「見たわ。でももう『猫人』じゃない。あれは『猫』だわ！」

「そう、本来の『猫』の姿である。あれこそが我らヒト科が支配下に置き、愛玩動物として愛でてきた姿。その姿を見て皇女の中の眠る野性の血が騒がなかったかね？」

「騒ぐわけないわ。ご先祖様は確かにそうだったかもしれない。でも、今はこうして進化を遂げている。ヒト科や他の動物族と対等よ」

　そう、確かに遠い昔はヒト科の愛玩動物だったかもしれない。

　でも今は他の動物族のように進化を遂げてこうして同じ言葉を喋り、二足歩行をしている。

「愛玩動物が欲しかったら、新しく誕生した動物達を愛でればいいのよ」

　大昔の動物達が二足歩行など進化している間、新しい動物も誕生していた。進化の途中で別れた動物達も。

　角のついた兎のような生き物や、またミニドラゴンと言われる羽つきのトカゲ。

　海から陸に上がって進化した足のあるイルカなど。稀少価値のペガサスもいる。

「おぬしはわかっておらん。あの古きよき時代にいた動物達の愛らしさを……単純な形態でありながら心を鷲づかみにする可愛らしさ、美しさ。どんなわがままも悪戯も許してしまえるような顔立ち……儂はあの時代の動物達を再現したいのだ」

「見てきたようなことを言うのね。そのためにあんな魔法具を作らせて無理矢理猫化させているの？」

「最初は抵抗したがな。今では猫としての生活に慣れきっておる――ほら、こんな風に」

　と、指を鳴らすともう一人メイドが入ってきた。

　そのメイドが腕に抱いているのは――猫。

（そうだわ、最初にお城に入ったときにいたマンチカン種）

「この猫も、元猫人……」

「そうだとも。さあ、おいで可愛い儂のルビー」

　途端デロデロな表情になった国王は、ルビーと呼んだマンチカン猫を受け取る。

　だがマンチカン猫は「シャーッ！」と背中を逆立て国王に威嚇すると、メイドの手から逃げてしまった。

「……機嫌が悪かったようだ。だがそれがいい！」

　ウットリしている国王はそう言うが、やはり猫語はわからないらしい。

（『こいつ気持ち悪い、嫌い！』って言っていたの、わかってないわよね）

「どうだ皇女よ。こうして感情のままに自由に生きてみたいと思わぬか？」

「今の生き方を捨てる気はないの」

「しかし猫として我らに従えば、三食昼寝付きで世話は人間がやってくれるのだぞ？」

　――うっ。

　誘惑に一瞬、クラリときた。

　もともと、猫としての気ままな生活が遺伝子に染みついているのだろう。

　けれど、こうして進化してきた理由だってあるはずだ。

「ヒトに飼われた猫達はきっと、大多数は幸せだったでしょうね。でも、飼われなくて野良として生きていた猫だってたくさんいたはず。それに飼われたって大切にされないで虐待されていた猫だって大勢いたというわ。今は猫人として皆、猫権じんけんを持ってる。帰る家だって皆持っていて、暖かい部屋で寝起きできる。自分の考えを皆に言える能力を持っている。それはずっと過去から猫達が欲しかったものだから、こうして進化を遂げたのだと思ってるの。きっと他の動物族だってそう。ヒトと対等に生きたかったから、長い時間をかけて進化してきたのよ、きっと」

「ふっ」

　モモの意見に国王は鼻で笑う。

「平行線、ということか。では皇女を猫質ひとじちとしてニャオン国と交渉するより他ないか」

「父はそんなことで屈しないわ！　それに他の国だって黙ってない！」

「こっちが猫なで声で優しく言っていればいい気になりおって！　動物ごときが人間にたてつこうなど片腹痛いわ！」

　突然の国王の罵声にモモは驚愕する。

　急に性格が変わったように怒鳴り、顔を真っ赤にしてモモをなじり出したからだ。

「猫は猫らしく猫でいればいいのだ！　動物のくせにヒト科と同じような生活をして、あまつさえ国をもって我らと競うとは！　これ以上、我々ヒトをなめるのではない！」

「……それが本音なのね」

「ヒト科すべてがそう思ってるわい」

　国王の言葉にモモは首を横に振る。

「いいえ、違う。それは一部の人だけ。皆、貴方のような考えだと思わないでちょうだい」

「いい気になっているのも今のうちだ、皇女よ。まあ、ニャオン国を手に入れたら見目美しい猫人はヒトとして生かしてやろう。当然、皇女は儂が飼うつもりだ」

　ニヤニヤと笑いながらいやらしい目つきでモモを見下ろす国王が、モモは心底気持ち悪いと思った。

「絶対に貴方のものにはならないから」

「強がるのも今のうちだ」

　国王は笑いながら去っていった。

　ついでに食事も下げられてしまい、それだけは残念に思うモモであった。
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（どうにか逃げる方法を探さないと）

　モモは猫人に戻れないかどうかと必死にチョーカーを引っ張る。

　しかしどうしたって無理だったので、切ってはどうかと水差しをジッと見つめた。

（水差しを割ってその破片ではどうかしら？）

　切れるかどうかわからないけれど、やってみる価値はありそうだ。

　水差しを手に取り「せーの」と振りかぶろうとしたとき、

「ニャア」

　と扉の外から鳴き声が聞こえた。

「……？」

　猫語のはずなのに、言葉がわからない。

（もしかしたら私、ずっと人間の姿でいるからわからなくなっちゃったの……？）

　急に恐ろしくなる。

　モモはもう一度猫語を聞きたくて扉に近づくと、小窓を開けた。

　下を覗くと、先ほどのマンチカンと黒猫がいる。

　黒猫は雑種だろうか？

　――けれど。

（なんて美猫なの!?）

　贅肉のついてない姿態に、艶やかな黒い毛皮はビロードのよう。

　手足もすらりとしていて全体のバランスもよい。

　今まで猫人族の男性を見てもときめくことなどなかったのに『猫』にときめくなんて思わなかったモモ。

「ニャオン」

　モモを見て黒猫は鳴く。

（やっぱり黒猫さんが何を言っているのかわからないわ）

　自分は人間になってしまったのだろうか？

「ごめんなさい、黒猫さん。私、猫語がわからなくなってしまったみたい……。貴方が何を言っているのか聞き取れないの」

「やっぱり、付け焼き刃じゃ無理か、猫語」

「えっ？」

　いきなり共通語を喋り出した黒猫に、モモは目を見開く。

　しかも、この声は――

「ショウマ？　ショウマなの？」

　思わず声を上げてしまい「シッ」っと前足を立てられる。

　慌てて口を手で覆い、猫のショウマと周囲を見渡して誰もいないことにホッとする。

「そこどいて、小窓から入るから」

　モモは頷き、後ろへ下がる。

　ショウマは猫の跳躍を利用して軽々と小窓に飛び乗るが、着いた瞬間にバランスを崩してしまい慌てたモモに掴まった。

「猫の姿は狭い場所でも通れるが、こういう幅のない場所はなかなか難しいな」

「ショウマ、本当にショウマなの？」

　信じられない。ショウマが黒猫になっているなんて。

　抱き上げながらしげしげと見つめてしまう。

「魔法具さ。これは『ヒトを猫に変える』もの。『猫をヒトに変える』魔法具があるんだから、その逆も作れるってことだ」

　エヘン、と胸を張りつつショウマは解説する。

「怪我は平気？」

「もう大丈夫さ。だから救出に来た。……遅くなってごめん」

「……ううん、ううん……嬉しい。ショウマ、ありがとう……」

　涙が溢れそうになり、思わずショウマをギュウと抱き締めてしまう。

「モモ、そういうの後な。今は脱出の準備をしないと。城にいる猫化された猫人と城の外で生活している猫化した猫人が協力してくれている」

「猫化した猫人のみんなが？」

「それに、今の国政に不満があって活動しているヒト科達も」

　驚いた。わざわざ危険をおかして自分を助けるメリットなんてないだろうに。

「私を助けるために、ヒト科も協力してくれるなんて……」

　モモは驚いて目を見開いた後、嬉しくて笑顔になる。

「やっぱりこういう危機のときには、種別とか関係ないのね」

「まあ……それなりの見返りはしないといけないけれどな」

　とショウマは「にゃあ」と笑う。

　ショウマは何かを彼らに提供したのだろうか？

　尋ねようとしたが、今はゆっくり話をしている場合ではないらしい。

　扉の向こうでマンチカンが「急いで」と鳴いている。

　モモはそれを聞いて、ショウマの猫語がわからなかっただけだとホッとした。

「モモ、猫化してもらいたい。ヒト化のチョーカーは外すよ」

「猫化？　猫人じゃなくて？」

「猫人だと、こうした猫に比べたら大きいだろう？　目につきやすい」

　そうか。確かに猫人族は環境に順応してどんどん体が大きくなっていっている。

　それでもまだまだ人間や元から大きい獣人に比べたら小さいけれど。

　モモからチョーカーを外すと、ショウマは違うチョーカーをモモに渡した。

「今度は自分でつけた方がいい。いざとなったら自ら外せるようにしておきたい」

「ええ、わかったわ」

　一度猫人に戻って、それから猫になる。

　メインクーン種は先祖から大きい種だと言われていて、そう変わらないだろうと思っていたが、猫化したら思いのほか小さい気がした。

「へぇ……ご先祖様はこのくらいの大きさだったのね」

「よし、モモ。扉の小窓から出るぞ。いけるな？」

「大丈夫、このくらいの高さをジャンプするなんて造作もないわ」

　モモは自信満々に小窓に飛び乗る。

　扉の向こうには、マンチカンが見上げてモモを見守っていた。

「この前、ちょっとお会いしたことがありますよね。モモ様、再びお会いできて光栄です」

　このマンチカンは猫人の記憶が残っているらしい。モモがニャオン国の皇女だということを知っている。

「脱出の手助けをしてくれてありがとう」

　ショウマも易々と小窓から出てくる。

「さあ、急ごう。仲間がこの城を襲う前に」

「――――えっ？　襲う？」

　先頭に立って走るショウマの後ろをついていくモモは、ビックリして尋ねる。

「言ったろう。今の政治に不満を持つハボン国のヒト科と無理矢理猫化された猫人が共闘しているんだ。一緒に城になだれ込むはず」

　塔から三匹階段を駆け下りていく。

　塔から出ると、猫化している仲間が待機していた。

「他の仲間達が開門するために兵士と戦っているよ！」

「モモ様はその混乱に乗じて逃げるの！」

「でも……」

　モモは躊躇った。

　猫人族の仲間が、ハボン国に捕まって猫化された仲間達が元の姿に戻るために戦っている。

（私も参加するべきじゃないかしら？）

　しかしショウマが、そんなモモの気持ちを察するように声を上げる。

「モモ！　ここは脱出を優先すべきだ！　もしモモがまた捕まってしまったら国王達は、今度はモモを盾にしてくるぞ！　この動乱のことを一刻も早くニャオン国の、お前の父に知らせるんだ」

「う……うん！　わかったわ！」

　そうだ、ニャオン国のモモの父――皇帝陛下にハボン国における猫人達の現状を報せなくては。

　きっと父は、他の国とも連携してハボン国を追い詰めるだろう。

（私はニャオン国の皇女として動かなくては！）

　そのときだった。

「おおおおおおおーーーー！！！」

「にゃぁあああああああーーーー！！！」

　違う種の張り上げた大声が聞こえた。

　ついで、何かがぶつかる音。

「門が開いたぞーーーーー！！！」

「いけええええええっ！　国王と王子を捕まえるんだ！！！」

「ぐぬにゃあああああああっ!!」

　ヒトの声と猫の声の様々な声が、響き渡り地鳴りまで起きている。

「す、すげぇ……」

「これが種別を越えた共闘……」

　猫達はその跳躍を生かし、軽々と狭い場所から侵入。

　ヒト科は武器を手に、猫達の手に余る者達と戦っている。

　互いに不利になったら猫は爪を武器に助け、ヒトは猫には無理な場所の侵入を手助けする。

　なんと言っても猫達のかけ声がすごかった。

「にゃにゃにゃにゃあ！」

「フーフーフーフーッ！」

「あぎゃあああああああっ！　ぎゃっ！」

　ヒトと同じで個別に鳴き声が違う。

　それはヒトが己を奮い立たせるためのかけ声よりも鮮明に聞こえて、大合唱になっている。

　それもそうだろう。

　なにせ猫化された猫人の方の数が多い。

　白、黒、グレー、ブチ、三毛、トラ、サビ、縞模様などなどの模様の猫が固まってまるで雪崩のように見える。

「……いったい、何人の猫人を猫化していたの……？」

「この分だと千は下らないな……」

　あまりの数にショウマとモモは口を開けて、しばらく呆然と見つめていた。

「モモ様、ショウマ様！　この隙に早く脱出を！」

　マンチカンに促されて、モモとショウマは城を出た。






　街中は城を襲うために人気がなく静まりかえっていた。

　ショウマについていき、路地の裏通りまで来る。

　するとそこには猫人用の馬車が待機していた。

　扉を開けてモモを中へ誘導しながら、ショウマは言った。

「ニャオン国には連絡を入れてある。国境門で迎えが待機しているはずだ」

「ショウマは？　一緒にこないの？」

「俺は城に入って戦っている人間や猫人族と合流して一緒に戦う――なにせ今回のリーダーだからな。皆を導かないといけないんだ」

「もしかしてさっき話してくれた『見返り』っていうのは……」

　ショウマは頷く。

「王制への不満は以前からあったんだ。それが大きく膨らんだ。民主制度に変えようという動きも封じられていたんだけど、種差別の『猫回帰計画』でとうとう民衆も我慢できなくなったんだ。けれどそれを誘導するカリスマ的なリーダーが欲しいということで『国王の血を引きながらも民主化への動きを促進させる王子』という立場を買って出たんだ。まあ『偶像』『傀儡』『象徴』みたいな存在だな。もちろん、この計画を立てて実行させたリーダーは他にいる」

　モモは部下達の素性を、ようやく知り得ることができた。

　あの三人は、民主化運動に賛同して行動しているヒト科だったのだ。

「それって、もし捕まったらショウマが全面的に責任を負うことになるんじゃない！」

　表向きはショウマがリーダーだ。

　もし制圧されてしまったら――ショウマが重罪人として裁かれてしまう。

「それを覚悟で引き受けた。以前からそういう相談は受けていたんだ。本当のリーダーは俺の知り合いだし、もともと俺はそのメンバーだ。あれでも親だから……そう思って返事を延ばしていたけれど、今回の件でやっぱり相容れないんだなと身に染みた」

「でも……でも！　ショウマがもし捕まったら！」

　馬車に押し込もうとするショウマの手を押し戻し、モモは降りようとする。

　ショウマが危険な目に遭う。

　もし、命を消されるようなことになったら――

「私も一緒にいる！　ショウマと一緒に戦う！」

「駄目だ！」

「どうして？　ショウマにとって私は迷惑なの？　それとも私のこと好きだったら一緒に連れていってくれたの？　皇女だから、国との問題になるから、早く戻ってほしいの？」

　ショウマが自分のことを、異性としても一人の女性としても恋愛対象にならないのをモモは知って、諦めようとした。

「片想いでいい、そう勝手にショウマを想って行動するならいいでしょう？」

　ショウマが倒れたら自分が彼を起こし逃がす。

　ショウマが危機に瀕したら自分が盾になる。

　もし彼が死んだら――自分も死ぬ。

　勝手にやるのだから、ショウマの心が欲しくてやるんじゃない。

「……ただ、ショウマの傍にいるだけでいいの……」

　緑の瞳に溜まった涙が揺蕩い、ほろりほろりと零れた。

　こんなわがまま、ショウマが困るだけなのに。

　でも、どうにも止まらない感情だった。

　ヒトは、もっと賢い恋をするのだろうか？

　だから自分は、ショウマに選ばれなかったのだろうか？

（関係ない、私は人間だからショウマを好きになったんじゃないもの。どんな姿だってショウマが好きなんだもの）

「モモ……」

　目が合った瞬間だった。

　猫のショウマの顔が不意に近づき、鼻先が触れあう。

「――!?」

　それからすぐに口同士がくっつく。

　離れるときペロリ、とショウマの舌がモモの唇を一舐めした。

「猫だとペロペロしたくなるな」

　とショウマが照れくさそうに笑う。

　猫は表情が少ないけれど、モモにはよくわかった。

　でも、よくわからないことが一つ。

「ショウマ……？　どうして私にキスしたの？」

「それは…………決まってるだろう？　俺は好きな相手でないとこんなこと、しない！」

「ショウ……マ？　本当に……？　だって『今は無理』って言ったじゃない」

「それは本当に『今、このときに告白されても受け入れられない』ってだけだ。……情勢が落ち着いたら、モモに自分の気持ちを伝えるつもりだった」

　照れ隠しなのか、ショウマはモモの真っ直ぐに見つめる緑の瞳から目を逸らし、告白する。

「じゃあ？　じゃあ……？」

「…………好きにならないわけ、ないだろう？」

「本当に？　本当に？　ショウマはモモのこと、好きでいてくれたのね？　嬉しい……嬉しいにゃあ……」

　今度は嬉しくて涙が出てくる。

　そんなモモの頬に、ショウマは猫らしくペロペロ舐める。

「だから、モモはニャオン国に戻ってほしい。そうしてモモの父親である皇帝陛下にハボン国の現状を話してほしいんだ。外側からハボン国を非難してこの王制反対運動を推進させてほしい――それはモモにしかできないことだから」

「……うん、やるわ！　私！」

　皇女の自分にしかできないこと。

　誘拐されてハボン国へきて、そうして現状をこの目で知った。

　すべてを目の当たりにした自分にしか、父である皇帝に訴えることなどできないだろう。

「ありがとう、モモ」

「きっと、きっとやり遂げるから！　ショウマもよ？　ショウマも生きてやり遂げてね？」

「ああ、再会したら今度は、ちゃんと本来の姿でモモに告白するから」

「ええ、きっとよ」

　互いに猫の姿だから、ペロペロ頬を舐め合って一時の別れを惜しむ。

　そうだ、一時の別れ。

　きっと会える。それまでショウマのためにも、他の猫人達のためにも自分ができることをする。

　モモは決意した。






　――今度会うときには、きっと互いの本当の姿で。






　誓い合い、モモとショウマは別れたのだった。

















エピローグ












　さて、ここまで読んだ皆様はきっと、

「ハッピーエンドになったの？」

「永遠の別れになったの？」

　と、焦れったく思うでしょう。






　ええ、大丈夫。

　二人はこの後、無事に再会を果たしました。






　モモ皇女様は、ニャオン国に戻ると再会に喜ぶ両親に今までの事を話し、ハボン国に捕らえられ猫化してしまった猫人のことを打ち明けました。

　そうして今、ハボン国は絶対王制反対の暴動が起きていることも。

　モモ皇女の父親の皇帝はハボン国の卑劣な差別を訴え、世界中が動きます。

　一方、ハボン国では王制反対派の勢いが強く、ほどなくして国王と王子、そして王妃を捕らえました。

　君主制を廃止し、人民が主権を持ち自らの手で政治を行使する民主政治に変わっていきました。

　今では、獣族もヒト科も誰も彼もが己の人権を持ち、自由に自分の意見や活動をしております。






　――わかったから、モモとショウマはそれからどうしたのか？　ですか？






　ハッピーエンドなのは確かなのですから、それでいいではありませんか。

「ちゃんと幸せに暮らしているのか知りたい？」ですか？

　そうですか。

　では少しときを戻して、モモとショウマの再会後の様子を覗いてみましょうか。










　ここはニャオン国の皇居内にある中庭。

　ニャオン国もヒト科入国禁止令を撤廃し、国にいるヒト科達にも人権を与え、お給金を出していた。

　また、どんな種族でも国に自由に出入りできるようになっていた。

　ハボン国の暴動を聞いて、皇帝も考えることがあったようだ。

『行き過ぎは何事もよくない』と。

　皇居の一部も一般に出入りできるようにし、国民に広く公開した。

　その中庭で猫人に紛れてくつろぐヒトの姿もちらほら。

　そこに金髪の見目麗しい乙女と黒髪の艶やかな青年が柔らかな芝の上に座り、くつろいでいるのが見える。

　再会したモモとショウマだった。

　ショウマはニャオン国で、魔法具の製作と販売の店を開店させるためにやってきた。

　もちろん、モモに会うためでもあるけれど。

「一文無しの甲斐性無しじゃあ、モモとのお付き合いを許してもらえないしな」

「ショウマのことはお父様だってよくご存じだから、大丈夫よ」

「相変わらず呑気だなあ、皇女様は」

　ショウマは呆れた風に言うが、本気ではないことは態度や表情でわかった。

　モモだってそんなショウマのことを承知だ。

「でも、いつもと違う姿で来るとは思わなかった」

　とショウマはヒトの姿でいるモモを見て頭を掻いた。

　相変わらずの美女っぷりのヒトのモモは、たいそう人目を引くからだ。

　ショウマも照れくさそうに隣に座っている。

「ふふ、今日はね。どうしてもショウマとやりたいことがあったから」

「……な、なんだよ」

　ちょっと艶めいた風に笑みを作るモモに、ショウマの胸の鼓動が速くなる。

　いつもは互いの本当の姿で会っているのに、今日はヒトの姿でモモはショウマと会ったのだ。

「ハボン国の暴動のとき、覚えてる？」

「ああ、あのときは大変だったな。モモは『ここに残る！』って大泣きして」

「もう！　そんなことじゃないにゃ！　――じゃなくて、ないの！」

　拗ねたモモの頬がぷう、と膨らむ。

「あのとき、お互いに猫化した姿だったでしょう？」

「そうだったな。なんだモモ、また猫化したいのか？」

　ショウマが尋ねる。今は『猫化』グッズとして、まずまずの売り上げを出しているチョーカー。

　猫人達をただの猫にするための因縁ある道具なのに、どうしてか好評で他の動物族やヒト科に人気なのだ。

「猫化したときの話じゃないの。…………そのとき、猫としてその……したことをヒトの姿で……したい……なって……」

「――ああ、そういう……」

「だって、ヒト同士とはまた違った感覚みたいだし……駄目？」

「嫌っていう選択肢はないな……」

　ショウマがモモの手を握ると、視線が重なり合う。

　互いに潤んだ瞳を見つめ、ゆっくりと近づくと唇を合わせた。

　見た目、弾力も何もなさそうなのに、ぷっくりふっくらしていて、艶々の感触のショウマの唇。

　またゆっくりと名残惜しそうに離れた。

「……新鮮な感触」

　ウットリとモモが呟く。

「気に入った？」

「ええ……」

　モモが恥じらいながら頷いた。
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「じゃあ、すぐにヒト化できるように、そのチョーカーをブレスレットに改良してみようか」

「……猫人のときはそれでいいけれど……ヒトでいるときは違うのがいいの、私」

　ショウマの言葉に、急にモモは恥じらうようモジモジと体を揺らし始めた。

「？　人間になったとき？　何がいいんだ？」

「それは……」

「言わなきゃわからない。それにモモの助言は非常に参考になるんだ。恥ずかしがらないで教えてほしい」

　見当のつかないショウマはなかなか口に出せないモモに、優しく諭す。

　モモは白絹のような頬を、熟れた林檎のように真っ赤にしながらようやく答えた。

「……指輪」

　と。






　モモの言葉にショウマもサッと頬を赤らめて、






「それは、左の薬指用でいいよな？」






　と告げると、モモの桜桃のような唇にキスをした。
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